
そ
の
一
打
に
、勝
利
へ
の

思
い
を
込
め
て

11月20日 プレステージ・インターナショナルアランマーレホームゲーム　
市国体記念体育館
◆ホームゲームレポートは本紙22㌻。
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ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
賞
！

　
10
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
山

形
県
を
会
場
に
行
わ
れ
た
第
36
回 

全

※

国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

 

「
県
大
会
に
は
3
回
出
場
し
た
の
で

す
が
、
全
国
大
会
は
初
出
場
で
し
た
。

金
賞
受
賞
の
瞬
間
は
驚
き
ま
し
た
」

と
話
す
加
藤
さ
ん
が
出
場
し
た
の
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
部
門
。
競
技
の

内
容
は
、
大
会
ま
で
に
障
が
い
者
向

け
防
災
ペ
ー
ジ
の
基
礎
ペ
ー
ジ
を
作

成
し
て
お
き
、
当
日
会
場
で
出
さ
れ

る
4
つ
の
課
題
を
取
り
入
れ
独
自
の

ペ
ー
ジ
を
制
限
時
間
内
に
作
成
し
て

い
く
と
い
う
も
の
。

 

「
3
時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で

全
て
の
課
題
を
こ
な
す
の
は
難
し
か

っ
た
で
す
が
、
ベ
ス
ト
は
尽
く
し
ま

し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

 

「
以
前
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す

る
予
備
知
識
は
あ
り
ま
し
た
。
ソ
フ

ト
の
使
い
方
な
ど
は
す
ぐ
に
慣
れ
る

の
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
に
あ
ま
り
求
め
ら
れ
な
い

部
分
が
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
」

と
加
藤
さ
ん
。
こ
の
大
会
に
向
け
、

技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
指
導
も

受
け
た
そ
う
で
す
。

 

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
は
、
個

人
の
セ
ン
ス
に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
8
割
は
情
報
を

整
理
し
て
い
く
こ
と
で
決
ま
る
と
い

う
こ
と
を
教
わ
り
、
目
か
ら
鱗う

ろ
こが

落

ち
ま
し
た
。
自
分
は
ま
だ
経
験
が
浅

い
の
で
、
も
っ
と
技
術
と
知
識
を
増

不
得
意
な
部
分
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

学
び
な
が
ら
自
分
の
も
の
に

今
月
の
人

加
藤 

延
啓
さ
ん 

● kato nobuhiro
D

ecem
ber 2016

さかたの風／ジオパークリレーコラム
特集  市の財政状況をお知らせします
市政ピックアップ
冬の交通安全県民運動／障がい者週間／あなたの地域
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日本海と大地がつくる 水と命の循環
鳥 海 山・飛 島 ジオ パ ー ク

リレー コラム

問市観光振興課観光企画係 ☎26-5759

や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
指
導
を

受
け
た
時
間
は
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
し
た
」

常
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

　
現
在
は
社
会
福
祉
法
人
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
業
務
を
請
け
負
っ
て
い

る
と
い
う
加
藤
さ
ん
。

 

「
通
常
の
企
業
だ
と
数
人
の
チ
ー
ム

で
役
割
分
担
し
て
作
成
し
て
い
き
ま

す
が
、
1
人
で
作
成
し
て
い
る
と
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
維
持
が
大
変
で
す
」

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
は
な
か
っ
た

画
像
の
処
理
・
加
工
な
ど
が
今
後
の

課
題
な
の
だ
と
か
。

 

「
こ
の
業
種
は
、
日
々
技
術
が
進
化

し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
技
術
を
習

得
し
た
り
、
自
分
が
知
ら
な
い
、
自

分
に
足
り
な
い
部
分
を
強
化
し
た
り

す
る
時
間
を
、
積
極
的
に
取
っ
て
い

か
な
い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま
す
。
仕

事
ば
か
り
で
学
ぶ
時
間
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
と
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に
答

え
る
だ
け
の
仕
事
は
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
を
超
え
る
も
の
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
す
加
藤
さ

※
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会

鳥
海
山
と
鳥
獣
被
害

R
elay Colum

n  24

第 回24

日
々
進
化
し
て
い
く
技
術
を
学
ぶ
向
上
心
を
大
切
に

　
近
年
、
全
国
的
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
が
急
速
に
生

息
数
と
分
布
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

そ
の
影
響
で
、
農
林
水
産
業
は
も
と

よ
り
そ
の
地
域
固
有
の
自
然
生
態
系

に
ま
で
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
既
に
自
然
生
態
系
に
甚
大

な
被
害
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山
地
で
も
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
影
響
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
鳥
海
山
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
昨

年
の
12
月
に
猛
禽き

ん

類
保
護
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
鳥
海
山
の
麓
で
北
庄
内
に

は
生
息
（
定
着
）
の
記
録
の
な
い
イ

ノ
シ
シ
を
撮
影
し
ま
し
た
。
ま
た
最

近
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
も
ち

ら
ほ
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
群
れ
か
ら
離
れ
偶
然
そ
こ
に
い

た
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
既
に
生

息
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
鳥
海
山
は
今
ま

で
鳥
獣
の
被
害
と
は
無
縁
で
し
た
が
、

今
後
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
鳥
獣
被
害
は
あ
く
ま
で
一
例
に
過

ぎ
ず
、
ど
う
い
っ
た
要
因
が
自
然
環

境
に
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
は
ま
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
然
環
境
保
護

は
起
り
得
る
可
能
性
の
高
い
要
因
へ

準
備
と
予
防
が
基
本
で
す
。
豊
か
な

鳥海南麓自然保護官事務所
自然保護官

鎌田憲太郎氏
▲猛禽類保護センター

▲撮影されたイノシシ

▲アビリンピックで課題に取り組む加藤さん

ん
は
、
日
々

進
化
す
る
新

し
い
風
を
捉

え
て
前
に
進

ん
で
い
き
ま

す
。

鳥
海
山
の
自

然
を
変
わ
ら

ず
後
世
に
残

す
た
め
、
些さ

細さ
い

な
変
化
も

見
逃
さ
な
い

こ
と
が
重
要

で
す
。

3 酒田市広報　私の街さかた　2016.12.1



市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
財
政
課
財
政
係 

☎
2
6-

5
7
8
0

市
立
八
幡
病
院
事
務
局 

☎
6
4-

3
3
1
1

市
水
道
局
水
道
部
管
理
課 

☎
2
2-

1
8
1
2

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
あ
る
か
、

平
成
27
年
度
の
決
算
と
、平
成
28
年
度
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
に
診
療
所
事

業
特
別
会
計
と
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

を
加
え
た
も
の
）の
平
成
27
年
度
決
算
は
、

歳
入
総
額
５
６
７
億
１
千
1
5
万
円
、

歳
出
総
額
５
５
１
億
３
千
６
９
３
万
円

で
、
差
し
引
き
15
億
７
千
３
２
２
万
円

を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
決
算
規
模
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
て

大
き
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
新
庁
舎

整
備
事
業
や
国
体
記
念
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業
、
防
災
拠

点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
な

ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
、

そ
し
て
基
金
積
立
に
よ
る
積
立
金
の
増

額
が
あ
り
ま
す
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
１
億
４
千

５
５
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
で
は
、
14
億
２
千
７
６
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
健
全
な
決
算
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
５
６
７
億
１
千
15
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
52
億
８

千
71
万
円
、
10
・
３
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
０
・
６
㌫

の
増
、
法
人
市
民
税
が
６
・
７
㌫
、
固

定
資
産
税
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
０
・
１
㌫

の
減
と
な
り
、
全
体
で
は
０
・
８
㌫
減

少
し
ま
し
た
。
一
方
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
に
よ
り
寄
附
金
が
81
・
５
㌫
の
増
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
繰

入
金
が
８
・
５
㌫
の
増
、
土
地
売
払
収

入
な
ど
に
よ
り
財
産
収
入
が
17
・
１
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
が
２
・
６
㌫
、
国

庫
支
出
金
が
３
・
８
㌫
の
減
、
県
支
出

金
が
47
・
０
㌫
、
地
方
債
が
46
・
７
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
５
５
１
億
３
千
６
９
３

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
55
億
８

千
９
２
１
万
円
、
11
・
３
㌫
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
定
年
退
職
者
な
ど

の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
０・８
㌫
の
増
、

合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
元
金
償
還
金

の
増
額
に
よ
り
公
債
費
が
１・７
㌫
の
増
、

保
育
所
入
所
扶
助
費
な
ど
の
増
額
に
よ

り
扶
助
費
が
３
・
６
㌫
の
増
と
な
り
、

全
体
で
２
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
泉
小
学
校
や
富
士

見
小
学
校
、
東
部
中
学
校
の
改
修
事
業

な
ど
が
終
了
し
た
一
方
、
工
事
の
遅
れ

に
よ
っ
て
平
成
26
年
度
か
ら
繰
り
越
し

た
新
庁
舎
整
備
事
業
費
や
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業
費
な
ど
の
増

額
に
よ
り
、
49
・
２
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

（
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　
そ
の
他
の
経
費
の
主
な
も
の
は
、
機

構
集
積
協
力
金
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等

が
12
・
９
㌫
の
増
、
財
政
調
整
基
金
に

係
る
積
立
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
81
・

３
㌫
の
増
、
産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付

金
の
増
額
に
よ
り
投
資
出
資
貸
付
金
は

38
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
は
、
前
年
度
に
対
し
０
・
４

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
一
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り

０
・
７
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
債

の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
が

標
準
財
政
規
模
な
ど
に
占
め
る
大
き
さ

を
表
し
た
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

よ
り
も
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
も

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
お
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
一
層
進
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い

る
会
計
で
す
。
本
市
が
設
け
て
い
る
特

別
会
計
の
決
算
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
他
、
本
市
に
は
水
道
、
病
院
の

２
つ
の
地
方
公
営
企
業
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
の
決
算
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
現
額

は
５
４
５
億
７
千
７
６
５
万
円
で
す
。

上
半
期
の
支
出
済
額
は
２
１
５
億
７
千

６
６
９
万
円
で
、
執
行
率
は
39
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は
次
の
９

つ
で
す
。

①
産
業
力
強
化
と
交
流
促
進
の
基
盤
づ

く
り

②
子
育
て
、
子
ど
も
の
教
育
支
援

③
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
文

　
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
の
推
進

⑤
環
境
と
共
生
す
る
安
全
・
安
心
の
ま

　
ち
づ
く
り

⑥
東
北
公
益
文
科
大
学
と
の
「
大
学
ま

　
ち
づ
く
り
」
の
推
進

⑦
次
期
総
合
計
画
づ
く
り
の
着
手
と
市

　
政
へ
の
市
民
参
画
の
促
進

⑧
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産
業
・
交
流
都

　
市
の
実
現
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整
備

⑨
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
財
政

　
維
持

「
酒
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
効
果
が
少
し
で
も
早
く

表
れ
る
よ
う
、
各
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

15
億
７
千
万
円
の
黒
字
決
算
（
形
式
収
支
）

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

歳入総額
（A）

26年度
酒田市 県内13市

平均
類似団体

平均 本市の数値は

区分 運用収入

決算額合計
551億3,693万円

運用日数1日当たり
平均運用額

【地方交付税】

【市　　　債】
【国庫・県支出金】
【繰　入　金】

歳出総額
（B）

形式収支
（C）=（A）-（B）

実質収支
（E）=（C）-（D）

翌年度に繰り越す
べき財源（D）

平成27年度 567億1,015万円
514億2,944万円
52億8,071万円

土地
建物
山林
基金
有価証券
出資金・出捐金
預託金・貸付金
船舶

公共事業等（道路、港湾などの整備）
公営住宅建設事業
教育・福祉施設等整備事業（学校施設整備・社会福祉施設整備）
一般単独事業（道路、建物などの整備）

過疎対策事業（過疎計画に基づく施設整備）
県振興資金（各種施設整備に係る県からの借入金）
その他
合　計

一人あたり
市債残高

91.1%
0.449

59万7千円

93.1%
0.453

10.9

46万6千円

89.2%
0.488

10.4

36万9千円

90.1%
0.745

6.7実質公債費
比率

経常収支比率
財政力指数

前年度よりやや悪化、県内・類似団体比較では少し高い
前年度よりやや悪化、県内・類似団体比較では低い

10億9,111万円
7億2,667万円

20億6,836万円
246億9,980万円
187億1,163万円
35億4,150万円
3億2,846万円

313億5,094万円
638億　684万円

   

うち合併特例事業（市町村合併特例事業分）

扶助費
補助費等

公債費
繰出金
人件費
物件費

投資的経費
積立金

投資出資貸付金
維持補修費

801万6,982平方㍍
51万2,143平方㍍

679万2,204平方㍍
150億4,726万円

2億2,563万円
8億6,286万円

54億2,796万円

3隻

379台自動車

551億3,693万円
495億4,773万円
55億8,921万円

15億7,322万円
18億8,171万円
△3億849万円

1億4,556万円
2億514万円
△5,959万円

14億2,767万円
16億7,657万円

△2億4,891万円
平成26年度

増減

決算収支の状況

市債残高の推移（各年度末残高）

歳入歳出

歳入歳出

567億1,015万円551億3,693万円

地方交付税
156億3,277万円

（27.6%）

地方交付税
156億3,277万円

（27.6%）

民生費
151億2,646万円

（27.4％）

民生費
151億2,646万円

（27.4％）

総務費
106億2,547万円

（19.3％）

総務費
106億2,547万円

（19.3％）
公債費
76億6,036万円

（13.9％）

公債費
76億6,036万円

（13.9％）

土木費
46億9,640万円

（8.5％）

土木費
46億9,640万円

（8.5％）

衛生費
46億4,107万円

（8.4％）

衛生費
46億4,107万円

（8.4％）

市税
129億196万円

（22.7％）

市税
129億196万円

（22.7％）市債
67億8,110万円

（11.9％） 

市債
67億8,110万円

（11.9％） 

国庫支出金
53億7,764万円

（9.5％）

国庫支出金
53億7,764万円

（9.5％）

県支出金
41億7,739万円（7.4％） 
繰入金
28億4,218万円（5.0％） 
諸収入
26億5,451万円（4.7％）
繰越金
18億8,136万円（3.3％）
その他
44億6,124万円（7.9％） 

教育費
45億9,519万円（8.3％） 
農林水産業費
30億3,468万円（5.5％） 
商工費
22億5,913万円（4.1％） 
消防費
17億3,168万円（3.2％） 
その他
7億6,649万円（1.4％） 

国税のうち、所得税、法人税、酒税、消費税の
それぞれ一定割合と、地方法人税の全額を
財源として交付されるお金
返済金が一会計年度を超える市の借金
国や県から使途が特定されて交付されるお金
基金を取り崩したお金

【民生費】
【教育費】
【公債費】
【総務費】
【衛生費】

【扶助費】主に高齢者を含む社会的弱者に対し支給された経費
【補助費等】主に各種補助金や負担金
【人件費】主に職員給与、特別職報酬、共済費
【投資的経費】主に工事や大規模修繕などの投資経費
【公債費】市債の償還金

【物件費】主に物品の購入や業務委託、施設の修繕など
【繰出金】特別会計への運営負担金
【投資出資貸付金】病院などへの出資金や中小企業への貸付金など
【積立金】各基金への積立
【維持補修費】公共施設などの維持補修

福祉、保育所などの経費
教育委員会、小・中学校、社会教育などの経費
市債の元金、利子を返済するための経費
財産管理、電算業務、税の賦課・徴収などの経費
健康診断などの保健関係やごみ収集などの環境
保全に要する経費

歳計現金※

など
40億
7,295万円 538万円 366日

1年間3,006万円135億
9,486万円基金

※市の歳入歳出に属する現金

628億
1,836万円

H23年度

634億
7,069万円

H24年度

663億
1,712万円

H25年度

640億
8,540万円

H26年度

638億
684万円

H27年度

　　  （とびしま、し尿運
搬船、飛島海中体験丸）

87億2,558万円 15.8％
14.1％

13.9％
12.2％

12.1％
11.8％

11.1％

77億7,134万円

76億6,036万円
67億759万円

66億8,641万円
64億8,790万円

61億2,406万円
26億5,957万円　4.8％

15億6,556万円　2.8％
7億4,856万円　1.4％

決算額
構成割合

27年度

60万8千円

93.5%
0.46

11.4

25年度

61万円

10.3

【類似団体】人口規模と産業構造の組み合わせが似通った都市。本市を含む、大崎市、土浦市
など全国の85都市      

【経常収支比率】経常的歳出（人件費、扶助費、公債費などの毎年必ず支払う経費）に占める経
常的歳入（市税、譲与税、普通交付税などの毎年常に入ってくる財源）の割合。比率が低い方
が自由に使えるお金が多いことになる     

【財政力指数】標準的な行政活動を行う場合の支出に対し、市税などの標準的な収入でどれだ
け賄うことができるかを表す。１を超えるか、１に近いほど余裕があることを示す。１を超える場合には、
地方交付税が交付されないことがある     

【実質公債費比率】公債費による財政負担の程度を示す指標。公債費の額を標準財政規模の
金額で除して算出する。18㌫以上の団体は、地方債の発行の際に県の許可が必要となり、25
㌫以上の団体は、一般事業などの起債に制限がかかる

平成27年度 普通会計決算

元金償還開始までの据置期間を1年間と短くしていることや
元金償還額が増加傾向にあることなどから、前年度より上昇
した。県内比較ではやや高いが、類似団体比較では高い

県内・類似団体比較では多く、合併特例期間が終わるまでは
高水準で推移する見込み

Special Edition市有財産の状況（平成28年3月31日現在）

公金の運用実績

歳出の性質別決算状況（普通会計）

市債（借金）の残高（普通会計、平成28年5月31日現在）

 財政指標の状況

特集　 市の財政状況をお知らせします
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市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
財
政
課
財
政
係 

☎
2
6-

5
7
8
0

市
立
八
幡
病
院
事
務
局 

☎
6
4-

3
3
1
1

市
水
道
局
水
道
部
管
理
課 

☎
2
2-

1
8
1
2

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、

ど
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
あ
る
か
、

平
成
27
年
度
の
決
算
と
、平
成
28
年
度
の

予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
に
診
療
所
事

業
特
別
会
計
と
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

を
加
え
た
も
の
）の
平
成
27
年
度
決
算
は
、

歳
入
総
額
５
６
７
億
１
千
1
5
万
円
、

歳
出
総
額
５
５
１
億
３
千
６
９
３
万
円

で
、
差
し
引
き
15
億
７
千
３
２
２
万
円

を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
決
算
規
模
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
て

大
き
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
新
庁
舎

整
備
事
業
や
国
体
記
念
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業
、
防
災
拠

点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
な

ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
、

そ
し
て
基
金
積
立
に
よ
る
積
立
金
の
増

額
が
あ
り
ま
す
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
１
億
４
千

５
５
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
で
は
、
14
億
２
千
７
６
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
健
全
な
決
算
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
５
６
７
億
１
千
15
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
52
億
８

千
71
万
円
、
10
・
３
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
０
・
６
㌫

の
増
、
法
人
市
民
税
が
６
・
７
㌫
、
固

定
資
産
税
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
０
・
１
㌫

の
減
と
な
り
、
全
体
で
は
０
・
８
㌫
減

少
し
ま
し
た
。
一
方
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
に
よ
り
寄
附
金
が
81
・
５
㌫
の
増
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
繰

入
金
が
８
・
５
㌫
の
増
、
土
地
売
払
収

入
な
ど
に
よ
り
財
産
収
入
が
17
・
１
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
が
２
・
６
㌫
、
国

庫
支
出
金
が
３
・
８
㌫
の
減
、
県
支
出

金
が
47
・
０
㌫
、
地
方
債
が
46
・
７
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
５
５
１
億
３
千
６
９
３

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
55
億
８

千
９
２
１
万
円
、
11
・
３
㌫
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
定
年
退
職
者
な
ど

の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
０・８
㌫
の
増
、

合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
元
金
償
還
金

の
増
額
に
よ
り
公
債
費
が
１・７
㌫
の
増
、

保
育
所
入
所
扶
助
費
な
ど
の
増
額
に
よ

り
扶
助
費
が
３
・
６
㌫
の
増
と
な
り
、

全
体
で
２
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
泉
小
学
校
や
富
士

見
小
学
校
、
東
部
中
学
校
の
改
修
事
業

な
ど
が
終
了
し
た
一
方
、
工
事
の
遅
れ

に
よ
っ
て
平
成
26
年
度
か
ら
繰
り
越
し

た
新
庁
舎
整
備
事
業
費
や
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業
費
な
ど
の
増

額
に
よ
り
、
49
・
２
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

（
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　
そ
の
他
の
経
費
の
主
な
も
の
は
、
機

構
集
積
協
力
金
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等

が
12
・
９
㌫
の
増
、
財
政
調
整
基
金
に

係
る
積
立
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
81
・

３
㌫
の
増
、
産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付

金
の
増
額
に
よ
り
投
資
出
資
貸
付
金
は

38
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
は
、
前
年
度
に
対
し
０
・
４

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
一
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り

０
・
７
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
債

の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
が

標
準
財
政
規
模
な
ど
に
占
め
る
大
き
さ

を
表
し
た
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

よ
り
も
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
も

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
お
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
一
層
進
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い

る
会
計
で
す
。
本
市
が
設
け
て
い
る
特

別
会
計
の
決
算
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
他
、
本
市
に
は
水
道
、
病
院
の

２
つ
の
地
方
公
営
企
業
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
の
決
算
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
現
額

は
５
４
５
億
７
千
７
６
５
万
円
で
す
。

上
半
期
の
支
出
済
額
は
２
１
５
億
７
千

６
６
９
万
円
で
、
執
行
率
は
39
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は
次
の
９

つ
で
す
。

①
産
業
力
強
化
と
交
流
促
進
の
基
盤
づ

く
り

②
子
育
て
、
子
ど
も
の
教
育
支
援

③
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
文

　
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
の
推
進

⑤
環
境
と
共
生
す
る
安
全
・
安
心
の
ま

　
ち
づ
く
り

⑥
東
北
公
益
文
科
大
学
と
の
「
大
学
ま

　
ち
づ
く
り
」
の
推
進

⑦
次
期
総
合
計
画
づ
く
り
の
着
手
と
市

　
政
へ
の
市
民
参
画
の
促
進

⑧
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産
業
・
交
流
都

　
市
の
実
現
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整
備

⑨
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
財
政

　
維
持

「
酒
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
効
果
が
少
し
で
も
早
く

表
れ
る
よ
う
、
各
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

15
億
７
千
万
円
の
黒
字
決
算
（
形
式
収
支
）

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

歳入総額
（A）

26年度
酒田市 県内13市

平均
類似団体

平均 本市の数値は

区分 運用収入

決算額合計
551億3,693万円

運用日数1日当たり
平均運用額

【地方交付税】

【市　　　債】
【国庫・県支出金】
【繰　入　金】

歳出総額
（B）

形式収支
（C）=（A）-（B）

実質収支
（E）=（C）-（D）

翌年度に繰り越す
べき財源（D）

平成27年度 567億1,015万円
514億2,944万円
52億8,071万円

土地
建物
山林
基金
有価証券
出資金・出捐金
預託金・貸付金
船舶

公共事業等（道路、港湾などの整備）
公営住宅建設事業
教育・福祉施設等整備事業（学校施設整備・社会福祉施設整備）
一般単独事業（道路、建物などの整備）

過疎対策事業（過疎計画に基づく施設整備）
県振興資金（各種施設整備に係る県からの借入金）
その他
合　計

一人あたり
市債残高

91.1%
0.449

59万7千円

93.1%
0.453

10.9

46万6千円

89.2%
0.488

10.4

36万9千円

90.1%
0.745

6.7実質公債費
比率

経常収支比率
財政力指数

前年度よりやや悪化、県内・類似団体比較では少し高い
前年度よりやや悪化、県内・類似団体比較では低い

10億9,111万円
7億2,667万円

20億6,836万円
246億9,980万円
187億1,163万円
35億4,150万円
3億2,846万円

313億5,094万円
638億　684万円

   

うち合併特例事業（市町村合併特例事業分）

扶助費
補助費等

公債費
繰出金
人件費
物件費

投資的経費
積立金

投資出資貸付金
維持補修費

801万6,982平方㍍
51万2,143平方㍍

679万2,204平方㍍
150億4,726万円

2億2,563万円
8億6,286万円

54億2,796万円

3隻

379台自動車

551億3,693万円
495億4,773万円
55億8,921万円

15億7,322万円
18億8,171万円
△3億849万円

1億4,556万円
2億514万円
△5,959万円

14億2,767万円
16億7,657万円

△2億4,891万円
平成26年度

増減

決算収支の状況

市債残高の推移（各年度末残高）

歳入歳出

歳入歳出

567億1,015万円551億3,693万円

地方交付税
156億3,277万円

（27.6%）

地方交付税
156億3,277万円

（27.6%）

民生費
151億2,646万円

（27.4％）

民生費
151億2,646万円

（27.4％）

総務費
106億2,547万円

（19.3％）

総務費
106億2,547万円

（19.3％）
公債費
76億6,036万円

（13.9％）

公債費
76億6,036万円

（13.9％）

土木費
46億9,640万円

（8.5％）

土木費
46億9,640万円

（8.5％）

衛生費
46億4,107万円

（8.4％）

衛生費
46億4,107万円

（8.4％）

市税
129億196万円

（22.7％）

市税
129億196万円

（22.7％）市債
67億8,110万円

（11.9％） 

市債
67億8,110万円

（11.9％） 

国庫支出金
53億7,764万円

（9.5％）

国庫支出金
53億7,764万円

（9.5％）

県支出金
41億7,739万円（7.4％） 
繰入金
28億4,218万円（5.0％） 
諸収入
26億5,451万円（4.7％）
繰越金
18億8,136万円（3.3％）
その他
44億6,124万円（7.9％） 

教育費
45億9,519万円（8.3％） 
農林水産業費
30億3,468万円（5.5％） 
商工費
22億5,913万円（4.1％） 
消防費
17億3,168万円（3.2％） 
その他
7億6,649万円（1.4％） 

国税のうち、所得税、法人税、酒税、消費税の
それぞれ一定割合と、地方法人税の全額を
財源として交付されるお金
返済金が一会計年度を超える市の借金
国や県から使途が特定されて交付されるお金
基金を取り崩したお金

【民生費】
【教育費】
【公債費】
【総務費】
【衛生費】

【扶助費】主に高齢者を含む社会的弱者に対し支給された経費
【補助費等】主に各種補助金や負担金
【人件費】主に職員給与、特別職報酬、共済費
【投資的経費】主に工事や大規模修繕などの投資経費
【公債費】市債の償還金

【物件費】主に物品の購入や業務委託、施設の修繕など
【繰出金】特別会計への運営負担金
【投資出資貸付金】病院などへの出資金や中小企業への貸付金など
【積立金】各基金への積立
【維持補修費】公共施設などの維持補修

福祉、保育所などの経費
教育委員会、小・中学校、社会教育などの経費
市債の元金、利子を返済するための経費
財産管理、電算業務、税の賦課・徴収などの経費
健康診断などの保健関係やごみ収集などの環境
保全に要する経費

歳計現金※

など
40億
7,295万円 538万円 366日

1年間3,006万円135億
9,486万円基金

※市の歳入歳出に属する現金

628億
1,836万円

H23年度

634億
7,069万円

H24年度

663億
1,712万円

H25年度

640億
8,540万円

H26年度

638億
684万円

H27年度

　　  （とびしま、し尿運
搬船、飛島海中体験丸）

87億2,558万円 15.8％
14.1％

13.9％
12.2％

12.1％
11.8％

11.1％

77億7,134万円

76億6,036万円
67億759万円

66億8,641万円
64億8,790万円

61億2,406万円
26億5,957万円　4.8％

15億6,556万円　2.8％
7億4,856万円　1.4％

決算額
構成割合

27年度

60万8千円

93.5%
0.46

11.4

25年度

61万円

10.3

【類似団体】人口規模と産業構造の組み合わせが似通った都市。本市を含む、大崎市、土浦市
など全国の85都市      

【経常収支比率】経常的歳出（人件費、扶助費、公債費などの毎年必ず支払う経費）に占める経
常的歳入（市税、譲与税、普通交付税などの毎年常に入ってくる財源）の割合。比率が低い方
が自由に使えるお金が多いことになる     

【財政力指数】標準的な行政活動を行う場合の支出に対し、市税などの標準的な収入でどれだ
け賄うことができるかを表す。１を超えるか、１に近いほど余裕があることを示す。１を超える場合には、
地方交付税が交付されないことがある     

【実質公債費比率】公債費による財政負担の程度を示す指標。公債費の額を標準財政規模の
金額で除して算出する。18㌫以上の団体は、地方債の発行の際に県の許可が必要となり、25
㌫以上の団体は、一般事業などの起債に制限がかかる

平成27年度 普通会計決算

元金償還開始までの据置期間を1年間と短くしていることや
元金償還額が増加傾向にあることなどから、前年度より上昇
した。県内比較ではやや高いが、類似団体比較では高い

県内・類似団体比較では多く、合併特例期間が終わるまでは
高水準で推移する見込み

Special Edition市有財産の状況（平成28年3月31日現在）

公金の運用実績

歳出の性質別決算状況（普通会計）

市債（借金）の残高（普通会計、平成28年5月31日現在）

 財政指標の状況

特集　 市の財政状況をお知らせします
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会計名 予算現額 支出済額 執行率

一般会計

交通災害共済事業特別会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険特別会計

診療所事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

合併処理浄化槽事業特別会計

駐車場事業特別会計

定期航路事業特別会計

39.5%

33.6%

40.7%

34.5%

30.9%

39.0%

27.9%

39.6%

40.6%

25.5%

23.1%

38.7%

545億7,765万円

2,757万円

135億　317万円

8,259万円

12億　459万円

125億1,840万円

7,776万円

55億9,169万円

9億2,920万円

1億2,082万円

2,194万円

3億3,523万円

215億7,669万円

927万円

54億9,006万円

2,847万円

3億7,256万円

48億8,548万円

2,168万円

22億1,207万円

3億7,749万円

3,080万円

507万円

1億2,976万円

会計名 歳　入 歳　出 収　支

交通災害共済事業特別会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険特別会計

診療所事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

合併処理浄化槽事業特別会計

駐車場事業特別会計

定期航路事業特別会計

2,702万円

134億7,979万円

7,690万円

11億3,490万円

120億5,589万円

7,395万円

50億9,373万円

8億6,037万円

9,619万円

2,540万円

2億9,571万円

2,594万円

133億2,089万円

7,472万円

11億2,765万円

118億7,897万円

6,639万円

50億6,336万円

8億6,037万円

9,619万円

2,059万円

2億9,571万円

 108万円

1億5,890万円

218万円

 725万円

1億7,692万円

756万円

3,037万円

―　　

―　　

481万円

―　　

予算額 執行済額 執行率

水道事業収益

水道事業費用

資本的収入

資本的支出

51.1%

43.6%

10.1%

30.1%

29億3,898万円

27億5,488万円

 1億4,343万円

14億6,838万円

15億   146万円

12億   163万円

 1,444万円

4億4,126万円

資産

固定資産

流動資産

262億2,296万円

217億3,601万円

44億8,695万円

負債・資本

固定負債

流動負債

繰延収益

資本

262億2,296万円

75億3,667万円

12億   374万円

4億5,685万円

   170億2,570万円

貸借対照表（平成28年3月31日）

総収益

営業収益

営業外収益

特別利益

29億5,323万円

26億5,252万円

2億2,004万円

8,067万円

総費用

営業費用

営業外費用

特別損失

純利益

  25億8,315万円

23億7,947万円

1億7,976万円

2,392万円

　3億7,008万円

損益計算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

資産

固定資産

流動資産

16億1,477万円

5億9,466万円

10億2,011万円

負債・資本

固定負債

流動負債

繰延収益

資本

16億1,477万円

3億2,118万円

1億7,003万円

492万円

11億1,864万円

貸借対照表（平成28年3月31日）

総収益

医業収益

医業外収益

7億1,253万円

5億7,468万円

1億3,785万円

総費用

医業費用

医業外費用

特別損失

純損失

  7億6,477万円

7億1,076万円

1,988万円

3,414万円

5,224万円

損益計算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
に
診
療
所
事

業
特
別
会
計
と
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

を
加
え
た
も
の
）の
平
成
27
年
度
決
算
は
、

歳
入
総
額
５
６
７
億
１
千
1
5
万
円
、

歳
出
総
額
５
５
１
億
３
千
６
９
３
万
円

で
、
差
し
引
き
15
億
７
千
３
２
２
万
円

を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
決
算
規
模
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
て

大
き
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
新
庁
舎

整
備
事
業
や
国
体
記
念
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業
、
防
災
拠

点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
な

ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
、

そ
し
て
基
金
積
立
に
よ
る
積
立
金
の
増

額
が
あ
り
ま
す
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
１
億
４
千

５
５
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
で
は
、
14
億
２
千
７
６
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
健
全
な
決
算
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
５
６
７
億
１
千
15
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
52
億
８

千
71
万
円
、
10
・
３
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
０
・
６
㌫

の
増
、
法
人
市
民
税
が
６
・
７
㌫
、
固

定
資
産
税
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
０
・
１
㌫

の
減
と
な
り
、
全
体
で
は
０
・
８
㌫
減

少
し
ま
し
た
。
一
方
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
に
よ
り
寄
附
金
が
81
・
５
㌫
の
増
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
繰

入
金
が
８
・
５
㌫
の
増
、
土
地
売
払
収

入
な
ど
に
よ
り
財
産
収
入
が
17
・
１
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
が
２
・
６
㌫
、
国

庫
支
出
金
が
３
・
８
㌫
の
減
、
県
支
出

金
が
47
・
０
㌫
、
地
方
債
が
46
・
７
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
５
５
１
億
３
千
６
９
３

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
55
億
８

千
９
２
１
万
円
、
11
・
３
㌫
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
定
年
退
職
者
な
ど

の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
０・８
㌫
の
増
、

合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
元
金
償
還
金

の
増
額
に
よ
り
公
債
費
が
１・７
㌫
の
増
、

保
育
所
入
所
扶
助
費
な
ど
の
増
額
に
よ

り
扶
助
費
が
３
・
６
㌫
の
増
と
な
り
、

全
体
で
２
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
泉
小
学
校
や
富
士

見
小
学
校
、
東
部
中
学
校
の
改
修
事
業

な
ど
が
終
了
し
た
一
方
、
工
事
の
遅
れ

に
よ
っ
て
平
成
26
年
度
か
ら
繰
り
越
し

た
新
庁
舎
整
備
事
業
費
や
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業
費
な
ど
の
増

額
に
よ
り
、
49
・
２
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

（
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　
そ
の
他
の
経
費
の
主
な
も
の
は
、
機

構
集
積
協
力
金
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等

が
12
・
９
㌫
の
増
、
財
政
調
整
基
金
に

係
る
積
立
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
81
・

３
㌫
の
増
、
産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付

金
の
増
額
に
よ
り
投
資
出
資
貸
付
金
は

38
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
は
、
前
年
度
に
対
し
０
・
４

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
一
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り

０
・
７
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
債

の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
が

標
準
財
政
規
模
な
ど
に
占
め
る
大
き
さ

を
表
し
た
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

よ
り
も
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
も

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
お
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
一
層
進
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い

る
会
計
で
す
。
本
市
が
設
け
て
い
る
特

別
会
計
の
決
算
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
他
、
本
市
に
は
水
道
、
病
院
の

２
つ
の
地
方
公
営
企
業
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
の
決
算
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
現
額

は
５
４
５
億
７
千
７
６
５
万
円
で
す
。

上
半
期
の
支
出
済
額
は
２
１
５
億
７
千

６
６
９
万
円
で
、
執
行
率
は
39
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は
次
の
９

つ
で
す
。

①
産
業
力
強
化
と
交
流
促
進
の
基
盤
づ

く
り

②
子
育
て
、
子
ど
も
の
教
育
支
援

③
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
文

　
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
の
推
進

⑤
環
境
と
共
生
す
る
安
全
・
安
心
の
ま

　
ち
づ
く
り

⑥
東
北
公
益
文
科
大
学
と
の
「
大
学
ま

　
ち
づ
く
り
」
の
推
進

⑦
次
期
総
合
計
画
づ
く
り
の
着
手
と
市

　
政
へ
の
市
民
参
画
の
促
進

⑧
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産
業
・
交
流
都

　
市
の
実
現
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整
備

⑨
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
財
政

　
維
持

「
酒
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
効
果
が
少
し
で
も
早
く

表
れ
る
よ
う
、
各
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

財
政
指
標
の
状
況

平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

（
９
月
30
日
現
在
、
前
年
度
繰
越
金
を
含
む
）

水道局では、安全な水を安定的に届けるために、さまざまな事業を行っています。今後
もより一層の業務改善を図り、健全経営の持続に努めます。

　水道施設の更新　 古くなった水道管を新しいものに更新する工事を行っています。
今年度は約5キロ㍍の水道管を更新する予定です。また平成30年度までの計画で酒
田地区中心市街地の老朽管更新工事を行い、耐震化を進めます。
　水道モニター制度　 今年度は9人のモニターから、水道事業についての研修、浄
水場の施設見学などを通して水道事業への意見をいただいています。  
　水道に関する広報　 【水道ホームページ、Facebook】ホームページでは水道料
金や諸手続きのほか、水道に関する情報を掲載しています。Facebookでは濁水や断
水の情報をいち早くお知らせします。 【水道広報「みんなの水さかた」（年4回発行）】
水道料金のしくみや水道施設の耐震化、老朽管の更新、漏水減免制度などを掲載し
ています。 【出前講座】「おいしい水・安全性・水道の将来」に関する講座をお届けし
ています。「きき水」も体験できます。

　地域医療の充実など　高齢者や慢性疾患、在宅患者が多い中、病気や介護状
態になっても安心して生活できる地域として、医療、保健、福祉との連携を図りながら、
地域の実情を踏まえた地域医療の充実に努めています。
　医療機器などの整備　今年度、更新導入を予定している医療機器は、多項目自
動血球計数装置、ベッドサイドモニター、低床電動昇降式診察台です。新しい機器に
整備してより充実した医療の提供を行っていきます。

予算額 執行済額 執行率

病院事業収益

病院事業費用

資本的収入

資本的支出

46.8%

38.8%

46.0%

44.3%

7億　186万円

7億5,389万円

8,679万円

8,696万円

3億2,871万円

2億9,226万円

3,995万円

3,853万円

前年度同期に比べ収益は1,819万円、費用は361万円の減となっています。今後も
当院の特徴とする在宅医療や訪問看護、中山間地診療の充実を図るとともに、良質
な医療の提供と経営の健全化に努めていきます。

平成27年度特別会計決算平成28年度一般会計・特別会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在）

平成27年度水道事業会計決算 平成27年度病院事業会計決算平成28年度水道事業会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在） 平成28年度病院事業会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在）

平
成
27
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算

特集　 市の財政状況をお知らせします
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会計名 予算現額 支出済額 執行率

一般会計

交通災害共済事業特別会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険特別会計

診療所事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

合併処理浄化槽事業特別会計

駐車場事業特別会計

定期航路事業特別会計

39.5%

33.6%

40.7%

34.5%

30.9%

39.0%

27.9%

39.6%

40.6%

25.5%

23.1%

38.7%

545億7,765万円

2,757万円

135億　317万円

8,259万円

12億　459万円

125億1,840万円

7,776万円

55億9,169万円

9億2,920万円

1億2,082万円

2,194万円

3億3,523万円

215億7,669万円

927万円

54億9,006万円

2,847万円

3億7,256万円

48億8,548万円

2,168万円

22億1,207万円

3億7,749万円

3,080万円

507万円

1億2,976万円

会計名 歳　入 歳　出 収　支

交通災害共済事業特別会計

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険特別会計

診療所事業特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

合併処理浄化槽事業特別会計

駐車場事業特別会計

定期航路事業特別会計

2,702万円

134億7,979万円

7,690万円

11億3,490万円

120億5,589万円

7,395万円

50億9,373万円

8億6,037万円

9,619万円

2,540万円

2億9,571万円

2,594万円

133億2,089万円

7,472万円

11億2,765万円

118億7,897万円

6,639万円

50億6,336万円

8億6,037万円

9,619万円

2,059万円

2億9,571万円

 108万円

1億5,890万円

218万円

 725万円

1億7,692万円

756万円

3,037万円

―　　

―　　

481万円

―　　

予算額 執行済額 執行率

水道事業収益

水道事業費用

資本的収入

資本的支出

51.1%

43.6%

10.1%

30.1%

29億3,898万円

27億5,488万円

 1億4,343万円

14億6,838万円

15億   146万円

12億   163万円

 1,444万円

4億4,126万円

資産

固定資産

流動資産

262億2,296万円

217億3,601万円

44億8,695万円

負債・資本

固定負債

流動負債

繰延収益

資本

262億2,296万円

75億3,667万円

12億   374万円

4億5,685万円

   170億2,570万円

貸借対照表（平成28年3月31日）

総収益

営業収益

営業外収益

特別利益

29億5,323万円

26億5,252万円

2億2,004万円

8,067万円

総費用

営業費用

営業外費用

特別損失

純利益

  25億8,315万円

23億7,947万円

1億7,976万円

2,392万円

　3億7,008万円

損益計算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

資産

固定資産

流動資産

16億1,477万円

5億9,466万円

10億2,011万円

負債・資本

固定負債

流動負債

繰延収益

資本

16億1,477万円

3億2,118万円

1億7,003万円

492万円

11億1,864万円

貸借対照表（平成28年3月31日）

総収益

医業収益

医業外収益

7億1,253万円

5億7,468万円

1億3,785万円

総費用

医業費用

医業外費用

特別損失

純損失

  7億6,477万円

7億1,076万円

1,988万円

3,414万円

5,224万円

損益計算書（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
に
診
療
所
事

業
特
別
会
計
と
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

を
加
え
た
も
の
）の
平
成
27
年
度
決
算
は
、

歳
入
総
額
５
６
７
億
１
千
1
5
万
円
、

歳
出
総
額
５
５
１
億
３
千
６
９
３
万
円

で
、
差
し
引
き
15
億
７
千
３
２
２
万
円

を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
決
算
規
模
が
平
成
26
年
度
に
比
べ
て

大
き
く
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
新
庁
舎

整
備
事
業
や
国
体
記
念
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業
、
防
災
拠

点
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
な

ど
に
よ
る
普
通
建
設
事
業
費
の
増
額
、

そ
し
て
基
金
積
立
に
よ
る
積
立
金
の
増

額
が
あ
り
ま
す
。

　
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
１
億
４
千

５
５
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
で
は
、
14
億
２
千
７
６
７
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
健
全
な
決
算
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
５
６
７
億
１
千
15
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
52
億
８

千
71
万
円
、
10
・
３
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
０
・
６
㌫

の
増
、
法
人
市
民
税
が
６
・
７
㌫
、
固

定
資
産
税
が
ほ
ぼ
横
ば
い
の
０
・
１
㌫

の
減
と
な
り
、
全
体
で
は
０
・
８
㌫
減

少
し
ま
し
た
。
一
方
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
に
よ
り
寄
附
金
が
81
・
５
㌫
の
増
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
繰

入
金
が
８
・
５
㌫
の
増
、
土
地
売
払
収

入
な
ど
に
よ
り
財
産
収
入
が
17
・
１
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
地
方
交
付
税
が
２
・
６
㌫
、
国

庫
支
出
金
が
３
・
８
㌫
の
減
、
県
支
出

金
が
47
・
０
㌫
、
地
方
債
が
46
・
７
㌫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
５
５
１
億
３
千
６
９
３

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
55
億
８

千
９
２
１
万
円
、
11
・
３
㌫
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
は
、
定
年
退
職
者
な
ど

の
増
加
に
よ
り
人
件
費
が
０・８
㌫
の
増
、

合
併
特
例
事
業
債
な
ど
の
元
金
償
還
金

の
増
額
に
よ
り
公
債
費
が
１・７
㌫
の
増
、

保
育
所
入
所
扶
助
費
な
ど
の
増
額
に
よ

り
扶
助
費
が
３
・
６
㌫
の
増
と
な
り
、

全
体
で
２
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
泉
小
学
校
や
富
士

見
小
学
校
、
東
部
中
学
校
の
改
修
事
業

な
ど
が
終
了
し
た
一
方
、
工
事
の
遅
れ

に
よ
っ
て
平
成
26
年
度
か
ら
繰
り
越
し

た
新
庁
舎
整
備
事
業
費
や
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
事
業
費
な
ど
の
増

額
に
よ
り
、
49
・
２
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

（
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

　
そ
の
他
の
経
費
の
主
な
も
の
は
、
機

構
集
積
協
力
金
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等

が
12
・
９
㌫
の
増
、
財
政
調
整
基
金
に

係
る
積
立
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
81
・

３
㌫
の
増
、
産
業
立
地
促
進
資
金
貸
付

金
の
増
額
に
よ
り
投
資
出
資
貸
付
金
は

38
・
１
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
債
残
高
は
、
前
年
度
に
対
し
０
・
４

㌫
減
少
し
ま
し
た
。
一
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り

０
・
７
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
市
債

の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
が

標
準
財
政
規
模
な
ど
に
占
め
る
大
き
さ

を
表
し
た
実
質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

よ
り
も
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
、
ま
た
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
も

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
お
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
一
層
進
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
健

全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い

る
会
計
で
す
。
本
市
が
設
け
て
い
る
特

別
会
計
の
決
算
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　
こ
の
他
、
本
市
に
は
水
道
、
病
院
の

２
つ
の
地
方
公
営
企
業
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
企
業
会
計
の
決
算
は
別
表

の
通
り
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
予
算
現
額

は
５
４
５
億
７
千
７
６
５
万
円
で
す
。

上
半
期
の
支
出
済
額
は
２
１
５
億
７
千

６
６
９
万
円
で
、
執
行
率
は
39
・
５
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
予
算
の
重
点
項
目
は
次
の
９

つ
で
す
。

①
産
業
力
強
化
と
交
流
促
進
の
基
盤
づ

く
り

②
子
育
て
、
子
ど
も
の
教
育
支
援

③
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
文

　
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

④
健
康
づ
く
り
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　
の
推
進

⑤
環
境
と
共
生
す
る
安
全
・
安
心
の
ま

　
ち
づ
く
り

⑥
東
北
公
益
文
科
大
学
と
の
「
大
学
ま

　
ち
づ
く
り
」
の
推
進

⑦
次
期
総
合
計
画
づ
く
り
の
着
手
と
市

　
政
へ
の
市
民
参
画
の
促
進

⑧
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産
業
・
交
流
都

　
市
の
実
現
に
向
け
た
組
織
体
制
の
整
備

⑨
効
率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
財
政

　
維
持

「
酒
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
効
果
が
少
し
で
も
早
く

表
れ
る
よ
う
、
各
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

財
政
指
標
の
状
況

平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

（
９
月
30
日
現
在
、
前
年
度
繰
越
金
を
含
む
）

水道局では、安全な水を安定的に届けるために、さまざまな事業を行っています。今後
もより一層の業務改善を図り、健全経営の持続に努めます。

　水道施設の更新　 古くなった水道管を新しいものに更新する工事を行っています。
今年度は約5キロ㍍の水道管を更新する予定です。また平成30年度までの計画で酒
田地区中心市街地の老朽管更新工事を行い、耐震化を進めます。
　水道モニター制度　 今年度は9人のモニターから、水道事業についての研修、浄
水場の施設見学などを通して水道事業への意見をいただいています。  
　水道に関する広報　 【水道ホームページ、Facebook】ホームページでは水道料
金や諸手続きのほか、水道に関する情報を掲載しています。Facebookでは濁水や断
水の情報をいち早くお知らせします。 【水道広報「みんなの水さかた」（年4回発行）】
水道料金のしくみや水道施設の耐震化、老朽管の更新、漏水減免制度などを掲載し
ています。 【出前講座】「おいしい水・安全性・水道の将来」に関する講座をお届けし
ています。「きき水」も体験できます。

　地域医療の充実など　高齢者や慢性疾患、在宅患者が多い中、病気や介護状
態になっても安心して生活できる地域として、医療、保健、福祉との連携を図りながら、
地域の実情を踏まえた地域医療の充実に努めています。
　医療機器などの整備　今年度、更新導入を予定している医療機器は、多項目自
動血球計数装置、ベッドサイドモニター、低床電動昇降式診察台です。新しい機器に
整備してより充実した医療の提供を行っていきます。

予算額 執行済額 執行率

病院事業収益

病院事業費用

資本的収入

資本的支出

46.8%

38.8%

46.0%

44.3%

7億　186万円

7億5,389万円

8,679万円

8,696万円

3億2,871万円

2億9,226万円

3,995万円

3,853万円

前年度同期に比べ収益は1,819万円、費用は361万円の減となっています。今後も
当院の特徴とする在宅医療や訪問看護、中山間地診療の充実を図るとともに、良質
な医療の提供と経営の健全化に努めていきます。

平成27年度特別会計決算平成28年度一般会計・特別会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在）

平成27年度水道事業会計決算 平成27年度病院事業会計決算平成28年度水道事業会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在） 平成28年度病院事業会計上半期予算執行状況（平成28年9月30日現在）

平
成
27
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計
決
算

特集　 市の財政状況をお知らせします
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町モールでイルミネーションの点灯式が行わ
れ、約10,000球のLEDが光を放つと、周囲

は幻想的な雰囲気に包まれました。イルミネーショ
ンは平成29年1月15日㈰までの午後5時～11時に
点灯します。

26回酒田市前田福祉賞授賞式が酒田市地域
福祉センターで行われ、今年度は1個人、1

団体に表彰状などが手渡されました。また同会場で
は、平成28年度酒田市福祉協議会表彰として61人、
2団体が表彰されるとともに、感謝状が6人に贈呈
されました。

中 第

色とりどりの光輝く11/11

民俗芸能の祭典11/13

社会福祉に貢献11/18

2連覇達成！11/20

成28年度の酒田市顕彰式がベルナール酒田
で行われました。【功労表彰】染谷英雄氏、

熊谷文昭氏　【市民表彰】梁瀬 登氏、荒生周一氏、
吉田元氏、池田亀五郎氏、齋藤久太郎氏、齋藤梅三
氏、五十嵐均氏、遠田勝一氏、庄司東栄氏、佐藤孫一
氏　【酒田市農業賞】伊藤美津男氏

平

外国クルーズ船の
初寄港に向けて11/15酒田市顕彰式11/9

年恒例の酒田民俗芸能公演会 民俗芸能フェ
スタ。今年は新潟県上越市から「大潟米

べい

大
だい

舟
しゅう

」が参加。同地区の人々は、江戸時代の凶作のと
き、北前船で米を運び救ってくれた酒田の人々に感
謝し「酒田節」を今も大切に踊り継いでいます。酒
田と上越の絆を思い起こさせる米大舟に、市民は大
きな拍手を送っていました。

成29年8月に予定されている本市初となる外
国クルーズ船の寄港に向けて、受け入れ体制

の整備や継続的に寄港してもらうためにはどんな工
夫が必要かを学ぶセミナーが開催されました。

山市～山形市の5区間・20.5キロ㍍のコース
で行われた、第33回山形県女子駅伝競走大

会。酒田飽海チームは前半に作ったリードを保ち、
見事2連覇を達成。8回目の優勝を手にしました。

毎

平

上

ズームアップ酒田

8



38回庄内文化賞および第33回阿部次郎文化
賞の授賞式が希望ホールで行われました。今

年は庄内文化賞を齋藤雅子氏が、阿部次郎文化賞を
尾崎彰宏氏が受賞しました。

第阿部家で山元地区
と鮭川村羽根沢地

区との地域懇談会が行わ
れました。古くから交流
のあった両地域をつなぐ
道路などに関して意見が
交わされました。

旧

酒田市大火から40年 
新たな誓い10/29

酒田・鮭川間地域懇談会10/31

北公益文科大学で、
10月にニュージーラ

ンド政府からの勲章 T
ザ

he 
N
ニ ュ ー

ew Z
ジ ー ラ ン ド

ealand o
オブ

f M
メリット

erit を
受章した同大学の初代学長 
小松隆二氏の講演会が行わ
れました。「ニュージーラン
ドは世界を先導してきた政
策などが多くある。酒田市
がナンバーワン、オンリー
ワンになるヒントがあるは
ず」と話しました。

東

田市大火から40年の節目に当たり、火災が
発生した時刻の午後5時40分に合わせ、無火

災祈念の一斉放水を行いました。新井田川左岸に並
んだ消防ポンプ20台から一斉に放水し、防火・防
災の決意を新たにしました。

酒 山 居倉庫のケヤキは、
根元が踏み固められ

たことなどが原因で年々枝
葉の勢いに衰えが見られま
す。再び元気になってもら
おうと、亀ケ崎小学校5年
生69人が、肥料などを詰
めた竹筒をケヤキの周りに
埋める土壌改良を行いまし
た。同竹筒は、市立琢成小
学校4年生42人が切り出し
たものです。

第

ニュージーランドから学ぶ11/3

がんばれ！ ケヤキの木11/4

地域の文化振興に貢献11/4

寒空の下のタスキリレー11/6
11回酒田市巡回
駅伝競走大会が行

われ、雨の中、12区間・
42.1キロ㍍のコースで
タスキをつなぎました。
1部の優勝は「やわた」、
2部の優勝は「ゆざT」。

酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の気になるニュースや
街をにぎわせた明るい話題を振り返ります。12

 December
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12
　

冬
季
は
路
面
凍
結
や
積
雪
、
ま
た
地

吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
な
ど
、
大
変
危

険
な
時
期
で
す
。
道
路
環
境
が
変
わ
り

や
す
い
こ
の
時
期
は
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
行
動
し
「
冬
道
の
安
全
運
転
５
則
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
道
の
安
全
運
転
５
則

１�

ス
ピ
ー
ド
は
、
夏
場
よ
り
10
㌔
以
上

減
速
す
る

２�

車
間
距
離
は
、
路
面
乾
燥
時
の
２
倍

以
上
と
す
る

３�

急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド

ル
な
ど
の
急
激
な
操
作
を
避
け
る

４�

視
界
不
良
時
は
、
前
方
を
よ
く
見
て

早
め
に
徐
行
す
る

５�

危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
追
い
越
し
は
し

な
い

●
飲
酒
運
転
は
し
な
い 

さ
せ
な
い 

許

さ
な
い

　

飲
酒
運
転
は
、
何
の
落
ち
度
も
な
い

他
人
の
生
命
を
脅
か
す
極
め
て
危
険
で

悪
質
な
犯
罪
行
為
で
す
。
職
場
、
家
庭
、

地
域
か
ら
飲
酒
運
転
を
絶
対
出
さ
な
い

よ
う
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

 

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
毎
年
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
会
な
ど
の
要
望
に
基
づ
き
、

備
品
整
備
な
ど
の
各
種
事
業
に
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
次
の
通
り
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

【
若
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
】

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
１
台
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
１
台
、
予
定
表
一
式
、
プ
リ
ン
タ

ー
１
台
、
除
雪
機
１
台
、
冷
蔵
庫
１
台
、

炊
飯
器
３
台
（
２
升
炊
き
１
、
５
・
５

合
炊
き
２
）、
電
子
レ
ン
ジ
１
台
、
テ

問�
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

　

☎
２
６-
５
７
２
６

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
は

12
月
１
日
～
10
日

一
式
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
１
、
ソ
フ
ト

ケ
ー
ス
１
）、
ミ
キ
シ
ン
グ
ア
ン
プ
１

台
、
ス
ピ
ー
カ
ー
２
台
、
ス
ピ
ー
カ
ー

ス
タ
ン
ド
１
台
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
ア
ン
プ

１
台
、
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
１
台
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
１
台
、
工
業
用
扇
風
機
２

台
、
掃
除
機
１
台

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感

染
性
胃
腸
炎
は
冬
に
流
行
し
ま
す
。
少

量
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
感
染
す
る
た
め
、

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
や
福
祉
施
設

な
ど
の
集
団
生
活
の
場
で
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。 

【
症
状
】
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ
て

か
ら
１
日
～
２
日
で
、
吐
き
気
、
嘔お
う
吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
軽
度
の
発
熱
な
ど
の
症

状
が
出
ま
す
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

・�
手
洗
い
が
基
本
。
ト
イ
レ
後
や
調
理

前
に
は
、
流
水
と
石
け
ん
で
手
を
よ

く
洗
う

・�

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中
ま
で
十

分
に
火
を
通
し
て
食
べ
る
。
二
枚
貝

問�

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く

り
係 

☎
２
６-

５
７
２
５

今
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業

レ
ビ
１
台
、
テ

レ
ビ
台
１
台
、

ブ
ル
ー
レ
イ
プ

レ
イ
ヤ
ー
１
台
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

一
式
（
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
１
、
ソ

フ
ト
ケ
ー
ス
１
、

三
脚
１
）、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

問�

市
健
康
課
健
康
係

　

☎
２
４-

５
７
３
３

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
と

感
染
性
胃
腸
炎
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

を
扱
っ
た
調
理
器
具
類
は
、
洗
剤
で

よ
く
洗
っ
て
か
ら
、
熱
湯
や
塩
素
系

漂
白
剤
で
消
毒
す
る

・�

下
痢
・
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と

き
は
食
品
の
調
理
は
控
え
る

・�

嘔
吐
物
な
ど
を
片
付
け
る
と
き
は
マ

ス
ク
を
付
け
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
と
使

い
捨
て
で
き
る
紙
タ
オ
ル
な
ど
を

使
い
、
素
手
で
触
れ
な
い
。
汚
れ
た

場
所
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
を
染
み
込

ま
せ
た
紙
タ
オ
ル
な
ど
で
拭
き
取

り
消
毒
す
る
。
片
付
け
が
終
わ
っ
た

ら
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

・�

嘔
吐
物
な
ど
で
汚
れ
た
衣
類
は
塩
素

系
漂
白
剤
に
30
分
程
度
浸
し
て
消

毒
し
た
後
、
洗
濯
し
天
日
干
し
す
る

市公式Facebookで、
酒田の「今」を感じてください

フェイスブック

問市長公室広報広聴係 ☎26-5706

閲覧方法／市ホームページのトップページの
Facebook内「酒田市役所」をクリックしてく
ださい

12
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障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、
全
て
の

人
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
窓
口

●
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

【
相
談
支
援
事
業
所
あ
お
ぞ
ら
（
市
相

談
支
援
事
業
実
施
委
託
先
）】

　

悩
み
相
談
な
ど
に
対
し
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
▼
場
所

／
北
新
橋
一
丁
目
１
番
18
号
▼
電
話
番

号
／
２
２-

９
９
８
０

●
仕
事
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

【
庄
内
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
で
る
）】

　

支
援
ワ
ー
カ
ー
が
働
く
場
所
を
探
す

な
ど
、
仕
事
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
上

の
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

利
用
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
▼
場
所

／
北
新
橋
一
丁
目
１
番
18
号
▼
電
話
番

号
／
２
４-

１
２
３
６

●
発
達
に
つ
い
て
の
悩
み
相
談

【
発
達
支
援
室
】

　

生
活
面
や
学
習
面
で
難
し
さ
や
差
し

障
り
が
あ
る
方
な
ど
に
、
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1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

11／9

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 10／24 10／31 11／8 11／14 11／21 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 10／27 11／10 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域
における放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定
結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

●市身体障がい者相談員
氏名 住所 電話番号

澁谷　　洋 新青渡 25-2755
齋藤智惠子 高見台二丁目 31-3430
松浦　一子 山居町二丁目 22-5065
佐久間　力 東泉町一丁目 080-5567-7553
後藤　　修 若宮町一丁目 31-2767
大倉　重八 中央東町 22-3614
小條　豊治 門田 93-2637
佐藤　健治 坂野辺新田 31-3317
池田圭二郎 芹田 64-3053
土田　勇司 寺田 64-2567
長堀　俊一 小見 62-3695

●市身体障がい者相談員
氏名 住所 電話番号

佐藤　　進 臼ケ沢 62-3811
水落哲太郎 砂越 52-2976
石黒　正良 楯山 54-2669

●市指定相談支援事業所
事業所名 住所 電話番号

あおぞら 北新橋一丁目1-18 22-9980

サポートセンターあらた 東町一丁目15-25 25-8380

福祉施設そら 北千日町18-28 31-9602

光風園相談支援事業所 宮野浦三丁目21-28 43-0132

支援センターふれあい工房 東泉町五丁目7-5 22-0225
酒田市社会福祉協議会
相談支援事業所 新橋二丁目1-19 23-5504

和光園相談支援事業所 相沢字北森155 62-3344

相談支援事業所はまなし 住吉町10-24 28-8505

●市知的障がい者相談員
氏名 住所 電話番号

小山　啓子 光ケ丘二丁目 33-9627 
佐藤　宇悦 あきほ町 22-6191
菅井　郁子 一番町 24-8122
櫻田　常夫 竹田 62-2861
横山　嘉彦 小牧 090-7661-6933
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氏名 電話番号 担当地区
山口　弘子 23-8655 曙町一丁目、二丁目

大川　英一 24-3480 日の出町一丁目、二丁目、こあら一丁目
渡部美惠子 26-3966 主任児童委員
大泉　さゑ 27-3434 主任児童委員

第6民児協（定数21人）　松陵・西荒瀬学区

後藤美智子 33-1001 光ケ丘一丁目8～18番（13番を除く)

楠本喜代子 34-0793 光ケ丘一丁目2～7、13番、光ケ丘三丁目
齋藤榮實子 33-8984 光ケ丘二丁目1～20番

池田　純子 33-8757 光ケ丘二丁目21～30番、大浜一丁目（1番2、2番16を除く）
今野　　修 33-9826 光ケ丘四丁目1～13、19～21番

小笠原サエ子 33-4162 光ケ丘四丁目14～18、22番、高砂一丁目、松美町

宍戸喜美子 33-6540 光ケ丘五丁目1、2、6～13、18～21番

（未定） 光ケ丘五丁目3～5、14～17番、
浜松町

千葉きよせ 33-3509 住吉町1～4、11～20番
志田　郁夫 33-6182 千日町11～22番、住吉町5～10番

田畑　清子 33-7407
北千日町3番5～19号、4、10、
11、13～19番、北千日堂前字
松境︵39、40番地を除く︶

金内　正子 33-3797 古湊町、高砂四丁目、北浜町
佐藤　定子 33-7240 高砂二丁目、三丁目
齋藤　　典 34-5402 上市神、下市神、門田
佐藤　良雄 34-5352 宮海1区、2区
池田　藤悦 34-5347 藤塚1区、北畑、重畑

堀　　　誠 34-5186 藤塚2区、3区、元屋敷、尻地、土手添
尾形　裕美 33-9721 豊里の一部、田村、下藤塚、東野

三浦右記子 090-4558-
3449 豊里タウン

加藤　武雄 34-9487 主任児童委員
鹿野　明子 34-2436 主任児童委員

第7民児協（定数15人）　浜中・黒森・十坂学区
佐藤　寛子 92-3547 浜中1区、2区、七窪
小林　弘子 92-3019 浜中3区、4区、5区
奥山　　悟 92-3148 浜中6区、7区
池田　　悟 92-3699 広岡新田、八重浜
佐藤　重雄 92-3853 黒森4～7自治会区
星川　ふじ 92-2098 黒森1～3自治会区
久松　正一 31-1781 坂野辺新田
長谷川和彦 31-2971 十里塚8～14組
髙橋　敏一 31-4855 十里塚1～7組
伊藤　春治 31-3036 飯森山一～三丁目、錦町三丁目
宮崎　重松 31-1584 錦町一丁目、京田一丁目
柴田　ふみ 31-2335 錦町二丁目、四丁目
佐藤　　恵 31-0013 錦町五丁目
佐藤ひとみ 92-2924 主任児童委員
西川　まり 31-1386 主任児童委員

第8民児協（定数14人）　宮野浦学区
白畑　和美 31-5485 宮野浦一丁目
阿部　　功 31-3193 宮野浦二丁目
（未定） 宮野浦三丁目
高橋　俊昭 31-1817 若宮町一丁目1～18番
小野寺美枝 31-0475 若宮町一丁目19～30番

（未定） 若宮町二丁目1～10番、県営ア
パート1～3号

長谷部千賀子 31-2848 若宮町二丁目11～29番

（未定） 若宮町二丁目30～39番、県営
アパート4、5号

梅川　昌枝 31-5298 緑ケ丘一丁目
守山　定利 31-1176 緑ケ丘二丁目
杉沼　吉郎 31-3115 高見台一丁目
菅　　敬子 31-1190 高見台二丁目
武田　若菜 25-5141 主任児童委員

氏名 電話番号 担当地区
岡部　　伸 31-2233 主任児童委員

第9民児協（定数13人）　新堀・広野学区
後藤　　早 93-2420 新堀
齋藤　　薫 93-2864 丸沼
齋藤　征夫 93-2409 落野目、新渡
小林　則子 93-2741 局、木川
安藤　幹子 93-2024 門田
鈴木　文子 93-2378 板戸
渡部　とみ 92-2218 大渕、下通
（未定） 上通、中通
佐藤　昭一 92-3298 末広、上中村
佐藤　　葊 92-2732 福岡、興屋、三本柳

菅原　信男 92-2645 奥井、下中村、十五軒、広栄町一～三丁目
齋藤　　均 92-4114 主任児童委員
大場志美子 93-2427 主任児童委員
第10民児協（定数16人） 鳥海（上田・本楯）・南遊佐学区
伊藤　秋子 25-2867 吉田、上野曽根（下村)
佐藤　　豊 27-3508 安田

伊藤　隆子 25-2283 鶴田、上野曽根（上村)、吉田新田
工藤　榮子 25-2625 上安田、古川、門屋
齋藤　　博 28-2297 本楯1区、2区
宇野　直之 28-3311 本楯3区、4区
茂木　敏彌 28-2255 城輪、豊原
佐藤やす子 64-3275 刈屋、大豊田
中川　一夫 28-2778 京屋、高田、北吉田、越橋
後藤　義昭 28-2581 庭田、鳥海、中吉田
阿部　善孝 28-3002 宮内1～4区
梅津　　剛 76-2326 六ツ新田、西谷地
齋藤伸二郎 28-2006 千代田（外野、今泉)
大場久美子 28-2787 米島
菅原　温子 27-3600 主任児童委員
土岐田　勇 28-2871 主任児童委員
第11民児協（定数14人） 平田学区（東平田・中平田・北平田）

大井　初子 94-2180 滝野沢、通越、大平、柳沢、深谷
土田久美子 94-2031 十二ノ木、奥山、登路田
加藤　眞弓 94-2501 北沢、金生沢、矢流川、幸田
髙橋　　仁 94-2055 寺内、北境、境興野、鍋倉
小野寺俊一 94-2701 関、横代
岡田　　誠 24-4770 大槻新田、熊野田、手蔵田

（未定） 大多新田、萩島、土崎、中野新
田

村岡　順子 24-7660 熊手島、大野新田、勝保関、熊興屋

本多　菊女 24-4773 茨野新田、本川、小牧、小牧新田
岡部　　浩 27-3240 漆曽根、上興野

佐々木寬司 25-2670 新青渡、布目、久保田、曽根田、古青渡、円能寺
佐藤　　剛 25-2858 牧曽根、中野曽根
（未定） 主任児童委員
小松みどり 94-2657 主任児童委員

八幡民児協（定数27人）　一條・八幡学区
青木　郁子 64-2996 市条1区、2区
丸藤　明敏 64-2961 市条3区、法連寺
池田　　香 64-4334 荒瀬
池田　権一 64-3960 大島田
佐藤　　勉 64-3061 前川、岡島田
丸藤　弘勝 64-2743 平沢、寺田、小平
堀　ひろ子 64-2676 常禅寺、前山
小野寺由一 64-4085 山根
兵籘満喜子 64-3012 荒町1区、2区
堀　　優子 64-3520 観音寺1区
池田　　均 64-2129 観音寺2区
池田てつ子 64-4725 栄町
佐藤　榮子 64-2228 小泉1区、2区（下小泉除く）

氏名 電話番号 担当地区
佐藤さえ子 64-4090 下小泉、大久保、塚渕
村上　静子 64-3208 芹田、北仁田
後藤あつ子 64-3654 山添、大平沢、後ロ山
池田　　郁 64-2223 脇、双葉、二タ子、若神子
池田　絹代 64-4321 曙、三保六、内郷
五十嵐君子 64-4123 南ノ前田、青沢
石川　和雄 64-2568 福山、橋本
御舩　尚弥 64-2559 新出、赤剥、泥沢
村上てい子 64-4526 升田1区、大台野
村上　　薫 64-4645 升田2区、3区
小松　正治 64-3708 上草津、下草津、湯ﾉ台
髙橋　陽子 64-3835 上黒川、下黒川
佐藤　貴夫 64-2323 主任児童委員
池田みつ子 64-4611 主任児童委員
松山民児協（定数24人） 地見興屋・松山・内郷学区
荘司　德由 62-3958 柏谷沢、荒興野、成沢
志田　節子 62-2562 上大川渡、下大川渡
平向　邦夫 43-1442 地見興屋、下新田
齋藤　　勝 62ｰ3795 臼ケ沢、大沼新田
石�　　稔 62-2963 川先、横町
難波きみ子 62-2993 中ノ丁、仲町（山寺)
夏井　菊雄 62-3236 上荒町、下荒町
犬塚　由美 62-3017 南新屋敷、元新屋敷
前田安治郎 62-3156 南町、仲町
齋藤るみ子 62-2840 内町
日野とし子 62-3132 新屋敷、北町
三浦　由美 62-3111 荒町
五十嵐　秀 62-2535 本町
難波　文雄 62-3680 肴町
佐藤　和子 62-2162 新町、上竹田
冨樫　朋子 62-2195 片町南、片町北
後藤　正治 62-3616 土渕、上茗ケ沢、上餅山
木村　道雄 62-3443 上北目、中北目
佐藤　正志 62-3548 小見、石名坂
佐藤裕喜子 62-3279 下餅山、下茗ケ沢、引地
荘司　　邦 62-3118 中竹田、下竹田
後藤　才子 62-3656 中牧田、相沢
小松　　睦 62-2823 主任児童委員
小田万里子 62-2845 主任児童委員

平田民児協（定数24名）　田沢・南平田学区
工藤　清雄 54-2849 小林、西坂本
阿部　久美 54-2598 山元
石井　恭子 54-2894 田沢新田
（未定） 楯山
石川　淳子 54-2390 小女房
石井みき子 54-2270 元田沢
佐藤由紀子 54-2127 円能寺、沖、進藤
佐藤　峰夫 54-2650 中里、笹山、備畑
髙橋　修一 54-2209 海ケ沢、鹿島、丸山
石川　千恵 54-2407 道屋敷、吉ケ沢
阿部　重敏 54-2732 本宮
久松　和子 54-2863 中村、円道
小林　　悟 54-2360 山谷、山谷新田、新山
今井さち子 52-2963 楢橋
石川　　正 52-2563 山楯、中野目
小松原　茂 52-3320 郡山、桜林、桜林興野、石橋

伊藤　理智 52-2192 天神堂、泉興野、堀野内、三之宮
髙橋　未央 52-2865 大林、神内、堂之後、契約場
土田せつ子 52-3025 堂之後、大道端

池田　知子 52-3194 砂越の一部　楯之内、中台、上川原の一部、粕町の一部
小松原久子 52-3250 砂越の一部
佐藤しずえ 52-2207 砂越緑町
前野　悦子 54-2918 主任児童委員
伊藤　滋子 52-2481 主任児童委員
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氏名 電話番号 担当地区
第1民児協（定数17人）　琢成学区

田桑　惠子 23-9617 日吉町一丁目

小淵みさ子 24-8154

日吉町二丁目、船場町一丁目1
番22～32号、6番1～4号、17～
26号、7番1～3号、23～46号、
10番１～4号、34～38号、11番
20～27号

本間いくよ 22-0326 南新町一丁目

表山　裕子 24-2283 南新町二丁目、北新町二丁目6～12番、大浜一丁目1番2、2番16

（未定） 北新町一丁目、北新町二丁目1
～5番

森谷　隆子 24-9727 北今町
本間　和恭 22-7329 北里町

佐藤　紀子 26-1258 南千日町（59区千日町自治会を除く）
鶴田　裕子 24-8220 栄町

佐藤るり子 24-7686 御成町（59区千日町自治会を除く）
堀井　俊子 26-7531 寿町

（未定） 中央東町、中央西町、相生町
二丁目4、5番

（未定）

中町一丁目1番1～8号、10～23
号、2番、3番7～10号、28～33
号、中町二丁目（5番10～27号、
6番9～29号を除く）、中町三丁目
（6番、7番9～18号を除く）

（未定）

船場町二丁目1番31号、3番1
～25、50号、中町二丁目6番9～
29号、中町三丁目6番、7番9～
18号、本町三丁目6番1～4号、
6番21（西側）～40号、7番12～
28号、8番10～24号、9番、10番、
11番1～24号、11番27～40号

佐藤　繁樹 24-7239

船場町一丁目1番1～21号、2～
5番、6番5～16号、7番4～22号、
8～9番、10番5～33号、11番1
～19号、船場町二丁目（1番31
号、3番1～25、50号を除く）、本
町三丁目1番2号、2～5番、6番
5～21号（東側）、7番1～11号、
29～34号、8番25～49－1号、
11番25～26号、12番

阿部　克子 23-5282 主任児童委員
橘　多佳子 22-5776 主任児童委員

第2民児協（定数29人）　浜田・若浜学区

本間　　武 22-3678 相生町一丁目4～7番、二丁目（4番、5番を除く）
本間　敏子 22-7192 幸町一丁目

佐藤　凉子 22-9560 相生町一丁目1～3番、幸町二丁目
萬年　裕子 24-1565 浜田一丁目
齊藤　咲子 22-3018 浜田二丁目
伊籘みどり 24-6989 新井田町
荒生　恒彥 24-7725 一番町、二番町

氏名 電話番号 担当地区

杉山みさ子 24-7727
中町一丁目1番9、3番14～27
号、4～14番、中町二丁目5番
10～27号

市川みね子 24-5143 上本町

中村タマキ 22-0672 本町一丁目、二丁目、三丁目1番1、3～31号
佐々木ルリ子 22-4328 旭新町2～12番
是谷富美子 26-0522 旭新町1、13～24番
佐藤　紀子 22-9631 駅東一丁目1、4～13、17、18番

安藤　　邦 23-5680 駅東一丁目2、3、14～16番、駅東二丁目1、2、5、6、14、16、17番
佐藤　　守 23-4314 駅東二丁目3、4、7～12、18番
加藤　　緑 22-3636 東栄町

佐藤　　隆 24-5797 若浜町2～6、18～23、新橋四丁目1～4番
田中　妙子 22-7648 若浜町7～17番
真田　操子 24-8627 緑町11～20番
横山　泰子 22-6925 緑町2～10番
渡部　晶一 23-0325 新橋二丁目1～8番
池田きよ子 24-1710 新橋二丁目9～26番
三丁目久美子 22-8003 新橋四丁目5～17番
後藤　文子 24-2393 新橋五丁目

佐藤美佐枝 26-3477 東大町一丁目10～17、48番、東町一丁目
今野　峯子 26-3177 東大町一丁目1～9番
池田　義晴 22-7215 こあら二丁目、三丁目
伊藤　智樹 22-9085 主任児童委員
松川てい子 26-3026 主任児童委員

第3民児協（定数22人）　亀ケ崎・飛島学区
松尾千惠子 24-5444 山居町一丁目
（未定） 山居町二丁目
（未定） 入船町
兵藤てい子 23-1340 堤町
原田　　勇 22-6161 若竹町一丁目
仲島　昭夫 23-3478 若竹町二丁目3～6、11～14番

石川　静子 26-2468 若竹町二丁目1、2、7～10、15、16番
土井　久美 24-6519 若原町
（未定） 亀ケ崎六丁目
伊藤　良子 23-5314 千石町一丁目
矢野　智子 22-1370 千石町二丁目
松坂　正則 22-7968 末広町
（未定） 東中の口町

大内　和子 22-1247 亀ケ崎一丁目（横道町、戸沢町自治会）
仲野　啓一 22-8630 亀ケ崎二丁目

相場　智子 23-3668
亀ケ崎三丁目の一部、亀ケ崎
四丁目の一部（長袋町、亀三東
自治会）

富樫　文子 24-0263 亀ケ崎三丁目の一部、亀ケ崎四丁目の一部（立町自治会）

西村　　武 23-3694 亀ケ崎四丁目の一部、亀ケ崎五丁目の一部（最上町自治会）

氏名 電話番号 担当地区
元木　睦子 24-0338 みずほ一丁目
池田　 男 95-2035 飛島
（未定） 主任児童委員
田澤　　薫 23-0966 主任児童委員

第4民児協（定数15人）　松原学区

（未定） 亀ケ崎五丁目6番、7番18～65
号、8～14番

（未定） 亀ケ崎七丁目
（未定） 両羽町、東両羽町
石井すみ子 23-0272 東大町二丁目、大町1～13番

今井　則子 24-6284
東大町三丁目1～6、8、9、10の
一部、26、27、36～44番、東町
二丁目

（未定） 東大町三丁目7、10の一部、22
～25、28～35番

石井　　節 26-3053 大町14～19番、みずほ二丁目
上野　博資 26-4582 四ツ興屋、仁助谷地

（未定） 大宮町三丁目（大宮ふれあい自
治会）、大宮町四丁目

石井　靖雄 22-8597 遊摺部、字白鳥、大宮町一～三丁目（大宮ふれあい自治会除く）
加藤千代子 23-3795 松原南
千葉　秋雄 24-4567 こがね町一丁目
若杉惠美子 24-8874 こがね町二丁目、あきほ町
黒川　和子 26-2705 主任児童委員
木村　千瀬 22-6270 主任児童委員

第5民児協（定数22人）　泉・富士見学区
冨樫由美子 33-8057 泉町、西野町

黒石ゆみ子 34-6601
千日町1～10番、北千日町1～3
番（5～19号除く)、御成町の一
部及び南千日町の一部（59区
千日町自治会）

髙橋　　隆 33-8500
北千日町5～9、12、20～29番、
北千日堂前字松境39、40番地、
下西割51番地

佐藤　弘美 23-3923 東泉町一丁目
木村　孝子 24-6751 東泉町二丁目
板垣　容子 26-2692 東泉町三丁目、四丁目1～6番
須藤　柳子 24-0373 東泉町四丁目7～16番
高橋奈津枝 24-8809 下安町
佐藤　律子 33-0228 ゆたか一丁目、二丁目

来生美香子 24-4517 東泉町五丁目、六丁目、ゆたか三丁目
桐澤須磨子 24-8536 新橋一丁目
池田　容子 24-2351 北新橋一丁目
渡部　昌子 26-7261 北新橋二丁目
佐藤　良子 26-1923 富士見町一丁目
伊藤　和子 23-0816 富士見町二丁目
早坂　和子 22-8767 富士見町三丁目

戸塚　笑子 27-3432 上安町一丁目、上安町二丁目13～20番

佐藤由紀子 27-3268 上安町二丁目1～11番、上安町三丁目

あなたの地域の相談相手 民生委員・児童委員を紹介します

　地域福祉のために活動している民生委員・児童委員が12月1日に改選され、次の方々が厚生労働大臣から委
嘱されました（任期は12月1日〜平成31年11月30日）。
　民生委員・児童委員は、市内14区域に民生委員・児童委員協議会を設置し、援助を必要とする方、高齢者、
心身に障がいのある方、福祉の相談や介護保険など、日常生活のさまざまな問題について相談や助言を行って
います。あなたの地区担当の民生委員・児童委員に気軽にご相談ください。
◆民生委員・児童委員および主任児童委員が未定の地区については、委嘱され次第お知らせします。

問市福祉課地域福祉係 ☎26-5731
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12
月
９
日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の
支
給

12お

知

ら

せ

【
ご
み
収
集
】
年
内
は
12
月
30
日
㈮
ま

で
行
い
、
新
年
は
平
成
29
年
１
月
４
日

㈬
か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
収
集
日
は
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
収
集
日
以
外
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
ご

み
処
理
施
設（
広
栄
町
三
丁
目
） ☎
３
１-

２
８
８
２
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
北
沢
） 

☎
９
４-

２
３
３
９
に
搬
入
す

る
場
合
は
、
12
月
30
日
㈮
ま
で
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

休
業
期
間
／
12
月
31
日
㈯
～
平
成
29
年

１
月
３
日
㈫

【
し
尿
く
み
取
り
】
年
内
は
12
月
30
日

㈮
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
12
月
16
日
㈮

年
末
年
始
の

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
と
り

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
と

障
害・遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

の
申
請
期
限
は
12
月
22
日
㈭
で
す

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
９
月
中

旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申

請
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
給
付
金
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局 

☎
２
６-

６
２
７
８

　

12
月
９
日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
預
金

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

８
月
の
現
況
届
が
未
提
出
の
方
や
添

付
書
類
に
不
足
の
あ
る
方
に
は
、
提
出

が
あ
っ
た
後
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
い

ま
す
。 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６-

５
７
３
４

　

新
た
に
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
名
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
中
町

庁
舎
３
階
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
土
曜
・
日
曜
日
は
市
役
所
守
衛
室
）

◆
名
簿
の
登
録
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

縦
覧
期
間
内
に
異
議
の
申
し
出
が
で
き

ま
す
。 

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
５

選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

　

本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
で

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一
斉
更
新
し
ま
す
。

　

防
犯
灯
を
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
長
寿

命
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

軽
減
、
防
犯
性
の
向
上
、
維
持
管
理
経

費
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

１
月
上
旬
か
ら
順
次
交
換
す
る
予
定

で
す
。
今
年
度
は
旧
公
民
館
地
区
（
飛

島
を
除
く
）、
３
総
合
支
所
地
域
、
宮

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
一
斉
更
新
し
ま
す

野
浦
地
区
を
施
工
し
ま
す
。

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
２
６-

５
７
２
６

休
業
期
間
／
12
月
31
日
㈯
～
平
成
29
年

１
月
３
日
㈫

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１-

０

９
３
３

や
す
ら
ぎ
霊
園
管
理
棟
を

冬
期
間
閉
鎖
し
ま
す

閉
鎖
期
間
／
12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年

３
月
16
日
㈭

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１-

０

９
３
３

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

降
の
申
し
込
み
は
平
成
29
年
１
月
４
日

㈬
以
降
の
く
み
取
り
と
な
り
ま
す
。

地
域
名

申
込
先

酒
田
地
域

（
地
区
に
よ
り
）

㈱
エ
ル
デ
ッ
ク

☎
３
３-

１
２
２
２

環
清
工
業
㈱

☎
９
２-

３
１
１
１

八
幡
地
域

環
清
工
業
㈱

☎
９
２-

３
１
１
１

松
山
地
域
、

平
田
地
域

㈱
エ
ル
デ
ッ
ク

☎
３
３-

１
２
２
２

最
新
式
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー

を
用
い
た
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

　

今
回
試
験
放
送
で
使
用
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
は
既
存
の
も
の
よ
り
音
量
が
大
き

く
、
広
範
囲
で
聞
こ
え
ま
す
。

日
時
／
12
月
13
日
㈫
午
前
９
時
40
分
～

▼
範
囲
／
第
二
中
学
校
か
ら
２
㌔
圏
内

◆
同
放
送
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
戸
別
受

信
機
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

◆
毎
月
第
２
火
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

試
験
放
送
は
、
同
日
午
前
10
時
～
通
常

12

14



場
所
・
駐
車
場
／
申
込
時
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
▼
対
象
／
市
内
企
業
に
就
職

や
転
職
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
本
市
で

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、
定

期
的
な
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

指
定
検
査
機
関
が
行
う
年
１
回
の
法
定

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

指
定
検
査
機
関
／（
公
社
）山
形
県
水
質

新
春
書
き
初
め
会
参
加
者
募
集

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の

請
求
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

本
市
の
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
交
通
事
故
に
遭
い
、
医
療

機
関
の
治
療
な
ど
を
受
け
た
方
に
は
、

治
療
期
間
に
応
じ
て
見
舞
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
自
動
車
や
自
転
車
な
ど
の
道

路
上
の
事
故
な
ど
が
対
象
で
、
自
損
事

故
も
含
み
ま
す
。
事
故
発
生
日
か
ら
１

年
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
請
求
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
未
加
入
の
方
は
い
つ
で
も
加
入

で
き
ま
す（
共
済
期
間
は
加
入
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
末
ま
で
）。
詳
し
く
は

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室 

☎
２
６-

５
７
２
６
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時
／
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分（
受
け
付
け
は
９

時
～
）▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
市
内
の
小
中
学
生
▼
定
員
／

先
着
50
人
▼
講
師
／
平
田
明
山
氏
、
渡
部

庚
新
氏
▼
持
ち
物
／
書
道
の
道
具（
１
０
０

㌢
×
24
㌢
の
規
格
半
紙
も
含
む
）、
古

新
聞
紙
、
内
履
き
、
防
寒
着
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
12
月
６
日
㈫
午
前

10
時
～
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４-

２
９
９
３

◆
題
材
は
自
由
で
す
。

【
ト
イ
レ
の
閉
鎖
】
凍
結
に
よ
る
器
具

の
破
損
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
12
月
上
旬

に
公
園
の
ト
イ
レ
を
閉
鎖
し
ま
す
。
開

放
は
平
成
29
年
３
月
中
旬
に
積
雪
の
状

況
を
見
な
が
ら
順
次
行
う
予
定
で
す
。

な
お
日
和
山
公
園
、
飯
森
山
公
園
、
北

部
公
園
、
亀
ケ
崎
公
園
、
中
央
公
園
、

光
ケ
丘
公
園（
ふ
く
ろ
う
展
望
台
脇
）お

よ
び
最
上
川
河
川
公
園（
ス
ワ
ン
パ
ー

ク
）は
、一
部
を
除
き
通
年
開
放
し
て
い

ま
す
。

【
遊
具
の
取
り
外
し
】
ブ
ラ
ン
コ
と
シ
ー

ソ
ー
の
可
動
部
分
は
、
保
守
・
点
検
の

た
め
取
り
外
し
ま
す
。
取
り
外
し
は
12

月
上
旬
、
再
設
置
は
平
成
29
年
３
月
中

旬
に
積
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
順
次
行

う
予
定
で
す
。

問
市
土
木
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６-

５

７
４
５

冬
期
間
の
公
園
の
利
用

募

集

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

開
催
日
時

セ
ミ
ナ
ー
名

12
月
14
日
㈬
、

15
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

自
信
を
持
っ
て
応
募

で
き
る
！

自
己
ア
ピ
ー
ル
力
強

化
セ
ミ
ナ
ー

12
月
19
日
㈪
〜

22
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

い
ち
か
ら
始
め
る
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー

第
22
回 

や
わ
た
百
人
一
首
か
る
た

大
会
参
加
者
募
集

日
時
／
平
成
29
年
１
月
７
日
㈯
午
前
９

時
～
▼
場
所
／
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／【
個
人
戦
】 

小
学
生
以
上 【
団

体
戦
】 

小
学
生
３
人
組（
２
人
組
で
も

可
）▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
12

月
21
日
㈬
正
午
ま
で
八
幡
総
合
支
所
地

域
振
興
課
へ 

☎
６
４-

３
１
１
１ 

5

６
４-

３
１
１
０

起
業
を
検
討
し
て
い
る
方（
在
職
中
の

方
も
可
）で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
全
日
程
受

講
可
能
な
方
▼
定
員
／
15
人（
最
少
催

行
人
数
４
人
）▼
申
し
込
み
／
同
協
議

会
事
務
局
へ 

☎
４
３-

１
５
５
５ 

5

２
３-

１
５
５
６ 

sakata-koyou2@
bz04.plala.or.jp

通
り
行
い
ま
す
。

問
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１

保
全
協
会
▼
検
査
の
申
し
込
み
／
同
協

会
へ 

☎
０
２
３
７-

４
８-

２
４
６
９

問
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１-

０
９
３
３

地
震
災
害
対
策
支
援
事
業
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

自
己
負
担
／
１
万
円

②
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

【
耐
震
改
修
工
事
】

助
成
額
／
上
限
80
万
円（
耐
震
改
修
工

事
費
用
の
２
分
の
１
）

【
防
災
ベ
ッ
ド
・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の

設
置
に
対
す
る
支
援
事
業
】

助
成
額
／
上
限
10
万
円（
工
事
費
の
２

分
の
１
）

③
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支
援
事
業

助
成
額
／
上
限
８
万
円（
撤
去
費
の
２

分
の
１
）

◆
②
③
は
工
事
着
手
前
に
申
し
込
み
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
本

紙
９
月
１
日
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
建
築
課
確
認
審
査
係 

☎
２
６-

５

７
４
９
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エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
参
加
者
募
集

日
時
／
12
月
16
日
㈮
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
午
後
６
時
～
７
時
30
分
▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
定
員
／
各
先
着
16
人
▼
内
容

／
廃
食
用
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
と
環
境
に
関
す
る
話
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
12
月
５
日
㈪
～
14
日
㈬

に
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係
へ 

☎

３
１-

０
９
３
３

日
時
／
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
午
後
７

時
～
９
時
、
11
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時

▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
高
校
生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先

着
20
人
▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ

ク
▼
費
用
／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／

開
催
日
前
日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
１

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
12
月
４
日
㈰
、
５
日
㈪
の
午
前

10
時
～
午
後
４
時
▼
場
所
／
小
林
温
泉

▼
内
容
／
あ
ん
こ
も
ち
や
肉
も
ち
を
食

べ
て
温
泉
入
浴
を
楽
し
む
▼
費
用
／
１

千
５
０
０
円（
昼
食
代
、
入
浴
料
、
休

憩
料
）▼
申
し
込
み
／
利
用
日
の
前
日

ま
で
小
林
温
泉
へ 

☎
５
４-

２
１
３
０

イ

ベ

ン

ト

【
ブ
ラ
ス
の
ひ
び
き
２
０
１
６
】 
日
時

／
12
月
４
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時
▼
場

所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
／
大
人
５
０
０

円
、
学
生
３
０
０
円（
小
学
生
以
下
無

料
）

問
酒
田
吹
奏
楽
団
、
岡
部 

☎
０
９
０-

７
０
５
６-

６
５
７
５

【
第
８
回
ハ
ッ
ピ
ー
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

60
回
記
念
市
民
芸
術
祭
参
加
事
業

小
林
温
泉
も
ち
を
食
べ
る
会

日
時
／
12
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
酒
田
南
高
等
学
校（
南

千
日
町
）▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
当
日
会
場
へ

問
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
予
防
課　

☎
６
１-

７
１
１
９

消
防
職
員
意
見
発
表
会

展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

月
曜
日
休
館

◆
マ
イ
メ
ロ
デ
ィ
♡
キ
キ
＆
ラ
ラ
☆
展

［
12
月
23
日
㈷
ま
で
］

◆
特
別
展 

土
門
拳
・
藤
森
武 

み
ち
の

く
の
仏
像 

◆
第
35
回
土
門
拳
賞
受
賞

作
品
展 

山
内
道
雄「
Ｄダ

ッ

カ

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
２
」 

◆
古
窯
遍
歴［
12
月
25
日
㈰
ま
で
］

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

月
曜
日
休
館

◆
お
ら
ほ
の
学
校
―
松
山
地
区
の
教
育

の
変
遷
―［
平
成
29
年
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

【
真
下
慶
治
記
念
室
】真
下
慶
治 

国
内
風

景
展［
平
成
29
年
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
3
2

月
曜
日
休
館

◆
佐
藤
光
治
作
品
展［
平
成
29
年
３
月

31
日
㈮
ま
で
］

◆
酒
田
大
火
40
年 

―
つ
な
ぐ
、
炎
の

記
憶
―［
平
成
29
年
1
月
29
日
㈰
ま
で
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４-

６
5
4
4

月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
、翌
日
休
館
）

◆
時
代
を
語
る
セ
ピ
ア
色
の
世
界［
12

月
14
日
㈬
ま
で
］

本
間
家
旧
本
邸

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ

作
り
参
加
者
募
集

日
時
／
12
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
、
午

　

年
末
年
始
の
休
館
は
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
パ
パ
と
一
緒
！
」講
座
―
ボ
ー
ル
遊

び
―
受
講
者
募
集

日
時
／
平
成
29
年
１
月
22
日
㈰
午
前
10

時
～
11
時
30
分
▼
場
所
／
松
陵
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

本
市
お
よ
び
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐

町
に
在
住
の
３
歳
以
上
の
就
学
前
児
童

一
人
と
父
親
▼
内
容
／
親
子
で
の
ボ
ー

ル
遊
び
▼
定
員
／
先
着
15
組（
２
人
１

組
）▼
講
師
／
大
瀧
雅
士
氏
▼
費
用
／

２
０
０
円（
保
険
料
）▼
申
し
込
み
／
12

月
８
日
㈭
午
前
10
時
～
費
用
を
添
え
て

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接（
電

話
申
し
込
み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４-

２
９
９
３

バ
ル
２
０
１
６
】日
時
／
12
月
11
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
入
場
料
／
一
般
１
千
円
、
高
校
生

ま
で
５
０
０
円

問
ハ
ッ
ピ
ー
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
、
奥
山 

☎
２
３-

１
０
２
０

◆
市
民
芸
術
祭
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
希
望
ホ
ー
ル
内 

市
民
芸
術
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
へ 

☎
２
６-

５
４
５
０
。

後
２
時
～
▼
場
所
／
八
森
温
泉
ゆ
り
ん

こ（
麓
）▼
対
象
／
親
子
▼
費
用
／
ケ
ー

キ
１
台
に
つ
き
１
千
５
０
０
円
▼
申
し

込
み
／
12
月
12
日
㈪
ま
で
八
森
温
泉
ゆ

り
ん
こ
へ 

☎
６
４-

２
０
０
１

◆
定
員
な
ど
詳
し
く
は
ゆ
り
ん
こ
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

☎
２
２-

３
５
６
2 

12
月
15
日
㈭
〜
平
成
29
年
１
月

27
日
㈮
は
休
館

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２-

３
９
１
１

12

16



親子ふれあいサロンへどうぞ【12月の予定】
期　日 時　間 内　容 対象・定員 申し込み

12／５
㈪

10:30
～12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前
児童と
保護者

当日
会場へ

12／14
㈬

10:30
～11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

12／15㈭
〜20㈫の

平日
11:00
～11:20

「プレイランド」
クリスマス飾り
などの制作

12／18
㈰

10:00
～12:30

｢わんぱく広場｣
パパの出番！
親子でそば打ち体験
講師／岩間政幸氏

小学生
の親子
9組

受け付
け中

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

●
美
術
展
会
場

◆
女
流
作
家
の
美［
12
月
19
日
㈪
ま
で
］

●
清
遠
閣
会
場

◆
中
期
収
蔵
品
展 

日
本
と
中
国
の
陶

磁
器
を
中
心
に［
12
月
19
日
㈪
ま
で
］

本
間
美
術
館

☎
２
４-

４
３
１
１

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３-

１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展［
12
月
１
日
㈭

～
11
日
㈰
］

◆
平
成
28
年
度
酒
田
西
高
等
学
校
美
術

部
展 ［
12
月
15
日
㈭
～
25
日
㈰
］

◆
和
の
お
も
て
な
し「
水
引
工
芸
展
」

［
12
月
８
日
㈭
～
平
成
29
年
２
月
13
日
㈪
］

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
）

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

旧
鐙
屋

☎
２
２-

５
０
０
１

◆
浮
世
絵
展（
後
期
）風
景
画
を
中
心
に

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-

０
１
４
６

◆
第
４
回
手
作
り
作
品
展
示
即
売
会

［
12
月
26
日
㈪
ま
で
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１-

２
３
１
０

水
曜
日
休
館

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
美
術
工
芸
品
―
紅

染
の
着
物
、
せ
と
も
の
、
人
形
、
道
具

類
―［
12
月
２
日
㈮
〜
25
日
㈰
］

【
常
設
】
庄
内
の
民
芸
品

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、祝
日
開
館

日
時
／
12
月
27
日
㈫
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）▼
相
談
員
／
尾
形
稔
弁
護
士
▼
申

し
込
み
／
12
月
９
日
㈮
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
に
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７

２
６ 相

談

無
料
法
律
相
談

新 刊 紹 介

　少年少女に対する深い
愛情が注がれた詩やエッ
セイを掲載。谷川俊太
郎、高村光太郎、新川和
江、あさのあつこ、浅田
次郎、宮沢賢治、金子み
すゞ、落合恵子など、著
名な詩人や作家の作品も
収録する。

　中学時代、フルートに
「選ばれなかった」美由。
だが高校入学早々に出会っ
た友里香と咲哉に巻き込
まれ、美由は再び音楽に
触れて…。女子高生の揺
れ動く気持ちを丁寧に描
いた長編ストーリー。「小
説トリッパー」連載を単
行本化。

少年少女に希望を届ける詩集 アレグロ・ラガッツァ おとうさんねずみのクリスマスイブ
曽我貢成／編　佐相憲一／編
鈴木比佐雄／編　コールサック社 あさのあつこ／著　朝日新聞出版 クレメント.Ｃ.ムーア／げんさく　ダニエル・カーク

／ぶんとえ　わたなべてつた／やく　瑞雲社
　クリスマスの前の晩の
ことでした。家の中はひっ
そり静まりかえって、な
にひとつ動くものはあり
ません。ねずみ一匹をの
ぞいては…。
　有名な「クリスマスの
まえのばん」の詩をもと
に描いた絵本。� ○C ＴＲＣ

一般図書
中高生向け 児童絵本

［
12
月
４
日
㈰
ま
で
］

◆
塞
道
の
幕
見［
12
月
14
日
㈬
～
平
成

29
年
１
月
15
日
㈰
］

17 酒田市広報　私の街さかた　2016.12.1

情報ボックス



冬
期
間
の
踏
切
全
面
通
行
止
め

区
分

踏
切
名（
場
所
）
全
面
通
行
止
め
期
間

市
道

茨
野（
茨
野
新
田
地
内
）
12
月
8
日
㈭
～

平
成
29
年
3
月
3
日
㈮

下
勝
保（
勝
保
関
地
内
）
12
月
14
日
㈬
～

平
成
29
年
2
月
24
日
㈮

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

｜ 
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

｜

資
格
／
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
て
公
営
住
宅
法
に
適

合
す
る
方
▼
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
▼

入
居
時
期
／
平
成
29
年
２
月
上
旬
▼
申

し
込
み
／
12
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮
の
午

前
10
時
～
午
後
５
時
に
県
営
住
宅
指
定

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

ア
パ
ー
ト
名

所
在
地

募
集

戸
数
募
集
区
分

川
南
1
号

若
宮
町
二
丁
目

１

一
般
用 

川
南
1
号

若
宮
町
二
丁
目

３

一
般
用

単
身
可

川
南
2
号

若
宮
町
二
丁
目

1

一
般
用

単
身
可

川
南
3
号

若
宮
町
二
丁
目

２

一
般
用

川
南
3
号

若
宮
町
二
丁
目

1

一
般
用 

単
身
可

川
南
5
号

若
宮
町
二
丁
目

１

一
般
用

こ
が
ね
2
号
こ
が
ね
町
一
丁
目

1

一
般
用

東
泉
1
号

東
泉
町
四
丁
目

1

一
般
用

東
泉
２
号

東
泉
町
四
丁
目

1

一
般
用

東
泉
3
号

東
泉
町
四
丁
目

2

一
般
用

鳥
海
1
号

富
士
見
町
三
丁
目

2

一
般
用

鳥
海
2
号

富
士
見
町
三
丁
目

1

一
般
用

北
新
町

北
新
町
一
丁
目

1

一
般
用

単
身
可

平
成
29
年
１
月
22
日
執
行
予
定
の

山
形
県
知
事
選
挙

●
立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会
お
よ
び

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
酒
田
保
線
技
術
セ
ン

タ
ー 
☎
２
２-

０
０
８
９

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
羽
後
本
荘
保
線
技
術

セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
８
４-
２
２-

３
６

０
４

区
分

踏
切
名（
場
所
）
全
面
通
行
止
め
期
間

市
道

京
屋（
保
岡
地
内
）

12
月
20
日
㈫
～

平
成
29
年
2
月
28
日
㈫

農
道

下
市
神（
本
楯
地
内
）

沖
縄
今
帰
仁
村「
健
康
長
寿
体
験

滞
在
型
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集

期
間
／
平
成
29
年
２
月
13
日
㈪
～
17
日

㈮（
４
泊
５
日
）▼
行
き
先
／
沖
縄
県
今

帰
仁
村
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
健
康
長

寿
体
験
観
光
に
興
味
が
あ
り
、ツ
ア
ー

終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
協
力
で
き
る
方

▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
費
用
／
６
万
５

千
円（
交
通
費
、宿
泊
代
な
ど
）▼
申
し

込
み
／
平
成
29
年
１
月
30
日
㈪
ま
で
沖

縄
県
今
帰
仁
村
観
光
協
会
へ 

☎
０
９

８
０-

５
６-

１
０
５
７

2
0
1
7
米
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
庄
内

「
平
成
30
年
か
ら
の
米
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
」参
加
者
募
集

日
時
／
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
４
時
▼
場
所
／
な
の
花
ホ
ー

ル（
三
川
町
）▼
対
象
／
米
生
産
者
、つ

や
姫
認
定
生
産
者
、米
づ
く
り
に
関
心

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
２
０
０
人
▼

内
容
／
基
調
講
演
、新
品
種「
山
形

1
1
2
号
」の
試
食
会
▼
講
師
／（
一
財
）

日
本
穀
物
検
定
協
会
東
北
支
部 

松
本

伸
介
氏
、木
徳
神
糧
㈱ 

金
子
泰
彦
氏
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
平
成
29
年

１
月
６
日
㈮
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
農
業

技
術
普
及
課
へ 

☎
０
２
３
５-

６
４-

２
１
０
３

日
時
・
場
所
／
12
月
12
日
㈪
午
前
10
時

～
11
時
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
れ
っ

し
ゅ（
中
町
二
丁
目
）、
28
日
㈬
午
後
２

時
～
３
時
・
か
ん
ぽ
の
宿（
飯
森
山
三

丁
目
）▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容

／
血
圧
、
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、
血
管

年
齢
の
測
定
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６-

６
６
３
１

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
／
12
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

ぴ
ー
ち
く
ぱ
ー
く
の
つ
ど
い

「
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

日
時
／
12
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、

人
と
会
い
た
く
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の

本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、
専
門

医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／
先

着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
保
健
福
祉
士

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
12
月
15

日
㈭
ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４-

５
７
３
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
12
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー（
新
橋
二
丁
目
）▼
対
象
／
ど
な
た

で
も
▼
内
容
／
夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ

こ
ざ
、
高
齢
者
や
児
童
虐
待
、
遺
産
相

続
、
い
じ
め
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
▼
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
地
方
法
務
局
酒
田
支
局 

☎
２
５-

２
２
２
１

無
料
人
権
な
ん
で
も
相
談

出
納
責
任
者
事
務
説
明
会

日
時
／
12
月
８
日
㈭
午
前
10
時
～
▼
場

所
／
県
庁
1
2
0
1
会
議
室（
山
形
市
）

●
立
候
補
届
出
の
受
け
付
け

日
時
／
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
県
庁
講

堂問
山
形
県
選
挙
管
理
委
員
会 

☎
０
２

３-

６
３
０-

２
０
８
１

管
理
者
西
王
不
動
産（
庄
内
総
合
支
庁

内
）へ 

☎
０
２
３
５-

６
６-

３
２
１
０

12
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日
時
／
12
月
18
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園（
遊
佐

町
）▼
対
象
／
発
達
が
気
に
な
る
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
▼
内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

ろ
う
！
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

12
月
14
日
㈬
ま
で
同
学
園
へ 

☎
７
５-

３
３
３
４ 

5
７
５-

３
８
７
２

す
て
っ
ぷ 

遊
び
の
ひ
ろ
ば

日
時
／
平
成
29
年
１
月
17
日
㈫
午
後
１

時
30
分
～
３
時
▼
場
所
／
酒
田
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
二
丁
目
）

▼
対
象
／
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
60
歳
以
上
の

方
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
内
容
／
行
政

書
士 

石
井
範
子
氏
の
講
演「
大
切
な
財

産
を
守
る
た
め
に
」▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
１
月
12
日
㈭
ま
で
同
セ
ン

タ
ー
へ 
☎
２
２-

３
３
４
４

シ
ニ
ア
の
生
活
支
援
講
習
会

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】
期
日・

内
容
／
12
月
７
日
㈬
・「
連
合
艦
隊
」、

14
日
㈬
・「
赤
穂
浪
士
」、
21
日
㈬
・（
洋

画
）「
宇
宙
戦
争
」、
28
日
㈬
・「
泣
い
て

た
ま
る
か
」▼
時
間
／
午
後
１
時
30
分

～
▼
費
用
／
無
料

【
す
ま
い
る
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
12
月

生
募
集
】
対
象
／
全
く
初
め
て
の
方
▼

定
員
／
４
人
▼
費
用
／
４
千
円（
資
料

代
）▼
申
し
込
み
／
カ
フ
ェ
す
ま
い
る
、

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

日
時
／
12
月
11
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分
▼
場
所
／
市
武
道
館
▼
対
象

／
年
長
児
～
小
学
校
４
年
生
と
保
護
者

▼
定
員
／
15
組
▼
内
容
／
親
子
で
の
運

動
・
柔
道
の
基
本
動
作
▼
持
ち
物
／
動

き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
▼
費
用
／
無

料
▼
申
し
込
み
／
酒
田
柔
道
、
新
田 

☎
２
２-

５
７
７
７
、
０
９
０-

５
５
９

７-

８
０
７
９

タ
タ
ミ
で
遊
ぼ
う
―
親
子
で
柔
道

体
験
会
―
参
加
者
募
集

テ
ー
マ
／
み
ん
な
が
癒
さ
れ
る
、つ
い

笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
出
来
事
、楽
し

い
思
い
出
な
ど
▼
サ
イ
ズ
・
応
募
規
定

／
Ａ
４
版
サ
イ
ズ
１
人
２
枚
ま
で
▼
応

募
方
法
／
12
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
１

月
20
日
㈮
に
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
ま
た
は

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
庄
内
空
港
ビ
ル
へ

持
参
、
郵
送
、
E
メ
ー
ル
で 

〒
９
９
８-

０
１
１
２ 

酒
田
市
浜
中
字
村
東
30
番
３

m
yhappyentry@

shonai-airport.
co.jp

▼
展
示
期
間
・
場
所
／
平
成
29

日
時
／
12
月
11
日
㈰
～
平
成
29
年
３
月

26
日
㈰
の
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
～
11

時
▼
場
所
／
光
ケ
丘
競
技
場
▼
対
象
／

中
学
生
▼
内
容
／
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た

長
距
離
走
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼
費
用
／

無
料（
保
険
料
８
０
０
円
）▼
申
し
込
み

／
県
縦
断
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
、
長
谷
川

へ 

☎
０
５
０-

５
２
７
４-

７
７
８
７

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
道
場
参
加
者
募
集

日
時
／
12
月
22
日
㈭
午
後
３
時
～
７
時

▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支
店

（
千
石
町
一
丁
目
）▼
対
象
／
本
市
お
よ
び

遊
佐
町
在
住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
方
▼

定
員
／
先
着
８
人
▼
相
談
員
／
東
海
林

正
樹
弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
12
月
５
日

㈪
～
21
日
㈬
に
同
支
店
へ 

☎
２
２-

０

３
２
１

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

日
時
／
12
月
15
日
㈭
午
後
1
時
30
分
～

4
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁（
三
川

町
）▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
申
し
込
み

／
12
月
14
日
㈬
ま
で
県
営
住
宅
指
定
管

理
者 

西
王
不
動
産
庄
内
事
務
所
へ 

☎

０
２
３
５-

６
６-

３
２
１
０

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
―
は
ば
た
け
世
界
へ 

南
東

北
総
体
２
０
１
７
―
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

日
時
／
12
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
山
形

「
第
９
回
み
ん
な
に
見
せ
た
い
！

M

マ
イ

yH

ハ

ッ

ピ

ー

A
P

P
Y

写
真
展
」作
品
募
集

年
１
月
31
日
㈫
～
２
月
23
日
㈭
・
庄
内

空
港
３
階
多
目
的
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
人
気
投
票
で
選
ば
れ
た
上
位
10
人
に

は
テ
ナ
ン
ト
商
品
券（
２
千
円
分
）、さ

ら
に
上
位
５
人
に
は
飛
行
機
関
連
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
庄
内
空
港
ビ
ル 

☎
９
２-

４
１
８
１

30
分
▼
場
所
／
港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
１
歳
～
小
学
３

年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
／

先
着
30
組
▼
出
演
／
踊
り
子
集
団 

乱

乱
流
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
ぴ
ー

ち
く
ぱ
ー
く
へ 

☎
０
７
０-

５
６
２
１-

７
７
２
６

◆
託
児
有
り（
要
事
前
申
し
込
み
）。

齋
藤 

☎
０
８
０-

３
５
２
６-

６
１
４
７

【
う
た
ご
え
喫
茶
】日
時
／
12
月
５
日
㈪

午
後
７
時
～
▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２-

３
１
３
０

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）▼
内
容
／

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
高
校
生
が
作
っ

た
農
産
加
工
品
な
ど
の
販
売
、飲
食
コ
ー

ナ
ー
な
ど

問
山
形
県
全
国
高
校
総
体
推
進
課 

☎

０
２
３-

６
３
０-

２
３
８
５
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各種相談窓口、休日診療所の情報はここでチェック。
庄内のイベント情報も併せてご覧ください。

20

庄

内

広

域

広

報

は

こ

ん

ん

た

な

12月の各種相談 ひとりで悩まずにご相談ください。

日
時
／
12
月
23
日
㈷
午
前
10
時
30
分
～
午
後
4

時
30
分
▼
場
所
／
月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘
▼
内

容
／
雪
遊
び
、
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
、
ケ
ー
キ

の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
▼
持
ち
物
／
防
寒
具
、

手
袋
、
帽
子
、
着
替
え
、
ツ
リ
ー
に
飾
り
た
い

も
の
▼
申
し
込
み
／
12
月
19
日
㈪
ま
で
庄
内
町

観
光
協
会
へ 

☎
４
２-

２
９
２
２

庄 内 町

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
in
北
月
山
荘

期
日
／
【
1
回
目
】
12
月
11
日
㈰ 

【
2
回
目
】

12
月
18
日
㈰
▼
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
場
所
／
四
季
の
森
し
ら
い
自
然
館
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
そ

ば
打
ち
体
験
、
試
食
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

タ
オ
ル
▼
費
用
／
1
千
8
０
０
円
▼
申
し
込
み

／
各
回
3
日
前
ま
で
同
館
内
鳥
海
山
お
も
し
ろ

自
然
塾
推
進
協
議
会
事
務
局
へ 

☎
７
２-

２
０

６
９

遊 佐 町

鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾

恒
例「
年
越
し
」そ
ば
打
ち
体
験

期
間
／
12
月
23
日
㈷
～
平
成
29
年
2
月
26

日
㈰
▼
時
間
／
【
平
日
】午
後
1
時
～
6

時　
【
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
】午
前
10
時

～
午
後
7
時
▼
料
金
／
中
学
生
以
下
２
０

０
円
、高
校
生
３
１
０
円
、大
人
５
２
０

円
、貸
靴
料
３
１
０
円
◆
団
体
割
引
あ
り
。

問
鶴
岡
市
体
育
協
会 

☎
０
２
３
５-

２
５-

８
１
３
１
、
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場 

☎
０
２

３
５-

２
3-

５
６
９
４

鶴 岡 市

小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン

日
時
／
12
月
31
日
㈯
午
後
3
時
～
平
成
29
年

1
月
1
日
㈰
▼
場
所
／
羽
黒
山
山
頂
▼
内
容
／

【
31
日
】
綱
ま
き
、
除
夜
祭
、
松
例
祭
本
殿
祭
、

蜂
子
神
社
祭
、
綱
さ
ば
き
、
験
縄
行
事
、
砂
は

き
行
事
、
験
競
、
大
松
明
引
き 

【
1
日
】
国
分

神
事 

火
の
打
替
神
事
な
ど

問
鶴
岡
市
羽
黒
庁
舎
観
光
商
工
室 

☎
０
２

３
５-

６
２-

４
７
２
７

鶴 岡 市

羽
黒
山 

松
例
祭

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

眠れない…は心の
SOS―一人で悩まず相談を―

☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189 いちはやく
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相
談所につながります。

QRコード

児童相談所や市相談窓口では、出
産・子育てに関する相談をなんでも受
け付けています。気になることはぜひご
連絡ください。

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所地域振興課
☎64-3113
松山総合支所地域振興課
☎62-2611
平田総合支所地域振興課
☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆�平日の午前8時30分〜
　　　　　　　　  午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所 12月の診療日

12月の診療日は、4日㈰、11日㈰、18日㈰、
23日㈷、25日㈰、31日㈯です。

▼診療時間／午前9時〜正午、午後1時30分〜5時

▼診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
　（ただし午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）

▼場所／船場町二丁目1-31 市民健康センター別館

▼電話／21-5225（診療日のみ）

▼平日の問い合わせ／市健康課健康係 124-5733

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8:30～17:15

（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8:30～17:15

（祝日・年末年始除く）

山形財務事務所1階理財課（山形
市）［相談専用電話］
☎023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

13日㈫、27日㈫／
9：30～12：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

12日㈪／
10：00～15：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9:00～16:00

山形地方法務局酒田支局（上安町）
☎25-2221

行政相談

6日㈫、20日㈫／
13：30～15：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

12日㈪／
10：00～15：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／
9:00～16:00 交流ひろば1階 ☎26-5616

年金相談
月曜日／8：30〜19：00
火～金曜日／8：30～17：15
（祝日、年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
［電話相談］（鶴岡年金事務所）
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9:00～16:00

庄内総合支庁内1階、山形県交通
事故相談所庄内支所
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。 ☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／
9:30～16:30

中町庁舎4階、市青少年指導センター
☎24-2901

心配ごと相談 6日㈫、20日㈫／
9：00～12：00

地域福祉センター（新橋二丁目） 
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日・年末年始除く）

地域福祉センター（新橋二丁目）内、
生活自立支援センターさかた
☎25-0350 524-6299
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

酒田産業会館1階、山形県若者就
職支援センター庄内プラザ
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保
険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁2階、庄内総合支庁
地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
5日㈪／
13：30～15：30（要予約）
◆次回平成29年1月4日㈬。

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日（祝日除く）／
8：30～17：15

庄内総合支庁1階、庄内保健所子
ども家庭支援課
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 27日㈫／
13:30～15:30（要予約）

庄内総合支庁1階、庄内保健所地
域保健福祉課相談室
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミ
ジア感染症、Ｂ型
肝炎およびC型肝
炎個別相談・検査

［相談］
月～金曜日（祝日除く）／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）

庄内総合支庁2階、庄内保健所保
健企画課健康相談室
問庄内保健所 ☎0235-66-4920



卵
の
黄
身
と
白
身
が
美
し
い
錦
た
ま

ご
は
、
そ
の
2
色
が
金
色
、
銀
色
を

表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

錦
織
り
な
す
あ
で
や
か
さ
で
食
卓
を

華
や
か
に
し
て
く
れ
る
一
品
。
今
回

は
、
巻
き
す
を
使
っ
て
蒸
し
あ
げ
た

錦
た
ま
ご
を
紹
介
し
ま
す
。

錦
た
ま
ご

Egg

裏
ご
し
器
は
、
網
の
張
っ

て
あ
る
方
を
上
に
し
て

使
う
と
、
裏
ご
し
し
や

す
い
で
す
。

甘
さ
は
お
好
み
で
加
減

し
て
く
だ
さ
い
。

卵·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 10個
砂糖·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·大さじ7
塩·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·小さじ1／2

❶卵は全て固ゆでたまごにする。その後、水に入れ
て冷ます。殻をむいて黄身と白身に分け、それぞ
れ裏ごしする。
❷黄身には砂糖大さじ3と塩小さじ1／4を加えて混ぜ
合わせ、2つに分けておく。白身には砂糖大さじ4
と塩小さじ1／4を加えて混ぜ合わせ、2つに分け
ておく。
❸巻きすの上にラップを敷き、❷の白身を均等に広
げ、その上に黄身を白身同様に敷き広げる。この
とき、白身と黄身をなじませるため、少し上から押す。
手前から向こうへ巻きすとラップを転がしながら巻い
ていく。ラップで形を整え、ラップの端は中身が出
てこないように内側に折る。
❹❸を巻きすで覆い、輪ゴムで2か所とめる。これを
2つ作る。

❺蒸気のあがった蒸し器で5分、中火にして蒸す。
蒸し器から取り出し冷ます。

❻十分に冷めたら、巻きす、ラップをはずし、切り分
ける。

材料� 錦たまご2本分

作り方

季
節
の
料
理
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

32

ポ イ ン ト

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
を
思
う
親
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、大
切
な
想
い
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。酒

田
市
立
八
幡
病
院

助
産
師
・
思
春
期
保
健
相
談
士

後
藤 

敬
子 

さ
ん

夢
？
私
な
ん
か
、ど
う
せ
無
理
だ
し

第

回
5

「
将
来
の
夢
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
何

を
し
た
い
か
な
ん
て
聞
か
れ
て
も
わ
か

ら
な
い
で
す
。
私
な
ん
か
何
の
特
技
も

な
い
し
、
難
し
い
学
校
な
ん
て
ど
う
せ

無
理
だ
し
…
。
夢
も
希
望
も
な
い
。
こ

ん
な
気
持
ち
で
進
路
を
選
ん
で
い
い
の

で
す
か
？
」

　

今
15
歳
、
高
校
１
年
生
。
ど
ん
な
職

業
が
あ
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
職
業

に
就
け
る
の
か
、
想
像
が
つ
か
な
い
の

は
当
然
で
す
。
彼
女
の
友
人
は
医
療
系

と
福
祉
系
の
大
学
進
学
を
決
め
、
同
じ

部
の
友
達
は
音
楽
を
続
け
た
い
と
音
大

を
選
び
ま
し
た
。
面
談
が
近
づ
き
焦
っ

た
彼
女
は
「
将
来
、
看
護
師
に
な
っ
て

病
気
の
人
を
助
け
た
い
」
と
先
生
に
提

出
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
看
護
師

は
性
格
的
に
無
理
。
だ
け
ど
、
友
達
と

一
緒
だ
し
、
母
も
勧
め
る
か
ら
い
い
か

な
っ
て
。で
も
…
」
心
の
中
で
「
違
う
」

と
感
じ
る
葛
藤
が
あ
り
、
今
回
の
相
談

に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

「
自
分
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
ん
だ

ね
。
将
来
の
夢
を
今
、
無
理
や
り
決
め

る
必
要
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
先
生
も

わ
か
っ
て
く
れ
る
と
思
う
よ
」

「
先
生
に
話
し
て
み
ま
す
！
」

　

元
気
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、

自
分
へ
の
否
定
の
言
葉
が
多
い
こ
と
が

気
に
な
り
ま
し
た
。
自
信
を
持
つ
こ
と

や
何
か
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
強
い
心

が
育
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
彼

女
に
は
「
夢
に
出
会
え
た
時
の
た
め
自

分
を
高
め
て
お
こ
う
ね
！
」
と
一
言
添

え
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
進
路
相
談
を
受
け
る
機
会

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど

の
子
は
自
分
の
夢
に
つ
い
て
は
っ
き
り

し
な
い
ま
ま
進
学
し
ま
す
。
再
び
「
何

を
し
よ
う
か
」
と
考
え
た
と
き
、
自
分

を
認
め
、自
分
の
存
在
を
自
覚
す
る
「
自

己
肯
定
感
」
を
持
つ
こ
と
が
、
夢
と
の

出
会
い
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

中
高
生
の
「
将
来
の
夢
」
に
は
未
来

や
希
望
を
感
じ
ま
す
。
輝
き
を
認
め
て

く
れ
る
大
人
と
の
出
会
い
や
、
必
要
と

さ
れ
る
喜
び
が
子
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に

し
ま
す
よ
う
に
。

21 酒田市広報　私の街さかた　2016.12.1

大切な人へ／さかたの旬



22



企業の概要
沿　　革

商　　号
資 本 金
住　　所
電　　話
代 表 者
従業員数
事業内容

平成27年11月現商号で船
場町に設立、平成28年11月
京田西工業団地に新工場を
開設
株式会社山形飛鳥
1,000万円
酒田市船場町２-４-12
☎43-1161
代表取締役 五十嵐七朗
80人
イカの肝醤油などの調味料、イ
カ刺しや塩辛などの加工食品
の製造・販売

44

市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、 

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

京
田
工
場 

工
場
長
代
理

梶
原
公
太
さ
ん

当
社
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
イ
カ
に
恋
し
て
る
。」

株
式
会
社 

山
形
飛
鳥

京田工場

独
自
の
精
製
技
術
で
よ
り
お
い
し
く

　

当
社
は
イ
カ
の
刺
身
や
塩
辛
・
肝
醤し

ょ
う

油ゆ

な
ど
の
商
品
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

お
り
、
最
大
の
強
み
は
独
自
の
精
製
技

術
で
す
。
酒
田
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
船

凍
イ
カ
を
、
自
社
特
許
の
切
り
込
み
加

工
機
械
や
、
肝
を
特
殊
精
製
機
に
よ
っ

て
オ
イ
ル
と
エ
キ
ス
と
不
溶
物
に
分
離

す
る
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
余
す
こ

と
な
く
イ
カ
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。

　

商
品
の
中
で
も
肝
醤
油
は
生
産
が
追

い
付
か
な
い
ほ
ど
人
気
で
、
12
月
か
ら

稼
働
す
る
京
田
工
場
で
は
１
日
で
３
㌧

か
ら
４
㌧
の
生
産
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ
カ
で
イ
カ
を
食
す

　

イ
カ
刺
し
は
、
酒
田
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
船
凍
イ
カ
を
素
早
く
処
理
す
る
こ

と
が
味
の
決
め
手
に
な
り
ま
す
。
解
凍

し
た
船
凍
イ
カ
は
こ
だ
わ
り
の
製
法
・

加
工
で
、
と
に
か
く
「
ウ
マ
い
っ
」
商

品
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

急
速
冷
凍
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旨う

ま

み

を
保
持
し
た
ま
ま
商
品
と
し
て
出
荷
し

ま
す
。

　

こ
の
鮮
度
の
高
い
イ
カ
刺
し
を
、
株

式
会
社
み
ど
り
サ
ー
ビ
ス 

マ
ル
ノ
ー

山
形
と
の
共
同
開
発
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
、
臭
み
の
な
い
肝
醤
油
で
食
べ
る
こ

と
で
、
イ
カ
の
旨
み
が
さ
ら
に
引
き
出

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
イ
カ
の
旨
み
を

存
分
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
カ
の
肝
醤
油

味
の
均
一
化
が
難
し
か
っ
た
た

め
捨
て
ら
れ
て
い
た
肝
を
お
い

し
く
加
工
。

自
動
イ
カ
開
き
機

イ
カ
の
鮮
度
を
保
つ
に
は
、
ス

ピ
ー
ド
が
大
事
。
自
動
イ
カ

開
き
機
は
、
早
く
正
確
に
処

理
で
き
ま
す
。

VOL.

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
後
に
必
ず
口
に

す
る
の
は
、
支
え
て
く
れ
る
人
へ
の
感

謝
と
、
そ
の
思
い
に
勝
利
で
応
え
た
い

と
い
う
決
意
の
言
葉
。

　

決
意
を
体
現
す
る
か
の
よ
う
に
、
最

後
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
、
奮
闘
す
る
姿
。

そ
し
て
試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
見

せ
た
悔
し
い
表
情
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
選
手
た
ち
の
思

い
に
、
ぐ
っ
と
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
今

後
も
リ
ー
グ
戦
は
続
き
ま
す
。
２
試
合

を
通
じ
て
、
体
育
館
内
に
響
い
た
ホ
ー

ム
の
大
声
援
。
次
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
、

「
私
の
街
さ
か
た
」
12
月
１
日
号
の
表

紙
は
、
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
か
ら
、
ス
パ
イ
ク
を
打
つ
佐
藤
綾

選
手
の
写
真
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
戦
は
、

０
―
３
と
い
う
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
好
ゲ
ー
ム
で
、
昨
期

優
勝
の
強
豪
チ
ー
ム
に
「
食
ら
い
つ
い

た
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

　

本
紙
１
日
号
連
載
の
、
ボ
イ
ス
オ
ブ

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
。「
な
ぜ
ア
ラ
ン
マ
ー

レ
な
の
か
？
」
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ

は
や
は
り
「
酒
田
の
チ
ー
ム
」
だ
か
ら
。

本
県
に
は
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

本
拠
地
は
内
陸
地
方
。
道
路
が
よ
く
な
っ 

た
と
は
い
え
、
や
は
り
遠
い
と
い
う
印

象
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
酒
田
を

本
拠
地
に
活
動
す
る
チ
ー
ム
の
存
在
は
、

応
援
す
る
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
、
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
貴
重
な
存
在
。
酒
田
で
暮
ら
し
、

仕
事
を
し
、
練
習
を
重
ね
る
選
手
の
姿

を
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
生

ま
れ
た
記
事
な
の
で
す
。

　

同
記
事
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
選
手
た

ち
が
見
せ
る
一
面
は
、
ま
じ
め
だ
っ
た

り
、
ひ
ょ
う
き
ん
だ
っ
た
り
と
、
実
に

編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と 

―
特
別
編
―

さ
ら
に
大
き
な

声
援
で
勝
利
を

後
押
し
し
た
い

も
の
。

　

で
き
れ
ば
私

も
会
場
で
「
ア

ラ
ー
ン
マ
ー

レ
！
」
と
叫
び

た
い
け
れ
ど
…

取
材
な
ん
だ
ろ

う
な
ぁ
（
笑
）

広
報
広
聴
係 

大
井
正
紀
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ボイス オブ アランマーレ／おしごと拝見／編集後記






